
桜
川
市
の
今

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
構
成
要
素
」



地
域
の
美
し
さ
や

歴
史
・
文
化
を
知
ろ
う

　

桜
川
市
に
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
が
重
な
り
合
う
暮
ら
し
の
風
景
が
存
在
す
る
。
普
段
、
何
気
な
く
見
過
ご
し

て
し
ま
う
当
た
り
前
の
風
景
を
、
あ
ら
た
め
て
見
る
と
、
自
然
が
豊
か
な
美
し
い
風
景
が
身
近
に
あ
る
事
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
の
生
き
る
糧
や
物
の
全
て
が
、
自
然
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

こ
こ
で
言
う
「
美
し
い
風
景
」
と
い
う
こ
と
ば
の
中
に
は
、
大
事
な
自
然
に
支
え
ら
れ
て
暮
す
日
々
の
営
み
が
あ
り
、
美

し
い
風
景
が
長
く
保
た
れ
た
場
所
に
の
み
歴
史
や
文
化
が
存
在
で
き
る
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
美
し
い
風
景

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
場
所
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
、
や
が
て
は
誇
る
気
持
ち
や
守
る
気
持
ち
も
生
ま
れ
て
く
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
少
し
で
も
多
く
の
市
民
が
地
域
の
風
景
を
見
直
し
、
地
域
の
景
観
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
改
め
て

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
の
大
事
な
一
歩
と
考
え
る
。

　

こ
の
章
は
、「
桜
川
市
の
今
」
と
題
し
、「
自
然
」･「
人
工
」・「
人
（
市
民
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
写
真
・
図
表
・
イ
ラ
ス

ト
な
ど
を
で
き
る
だ
け
載
せ
て
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。
各
内
容
は
、
本
市
の
景
観
の
総
合
的
な
姿
・
か
た

ち
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
、
深
い
内
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
本
書
は
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
入
門
書

と
し
て
、
市
民
の
だ
れ
も
が
地
域
の
景
観
に
気
付
く
こ
と
を
期
待
を
し
て
い
る
。

25

か
て
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桜
川
市
は
、
二
○
○
五
（
平
成
一
七
年
十
月
）

年
に
旧
岩
瀬
町
・
旧
大
和
村
・
旧
真
壁
町
の
合
併

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
し
い
市
で
、
首
都
圏
か
ら

約
七
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
、
茨
城
県
の
中
西
部

に
位
置
し
て
い
る
。

　

北
の
高
峯
・
富
谷
山
、
東
の
雨
引
山
・
加
波
山
・

足
尾
山
か
ら
南
の
筑
波
山
に
連
な
る
山
々
に
、
三

方
を
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
山
々
は
、
筑
波
山
塊

と
呼
ば
れ
日
本
を
代
表
す
る
花
崗
岩
（
み
か
げ
石
）

の
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
市
内
に
は
採
石
・
加
工
・

販
売
な
ど
の
業
者
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

　

市
の
中
央
を
桜
川
が
北
か
ら
南
へ
流
れ
、
市
の

南
北
軸
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
周
辺
の
肥
沃
な

土
地
の
ほ
と
ん
ど
を
田
畑
が
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

灌
漑
用
水
や
憩
い
の
場
と
し
て
上
野
沼
・
桝
箕
ヶ

池
・
つ
く
し
湖
な
ど
、
多
く
の
沼
や
溜
池
が
あ
る
。

　

歴
史
的
価
値
の
高
い
文
化
財
も
多
く
あ
る
。
主
な

も
の
で
は
、
国
の
重
要
文
化
財
「
小
山
寺
三
重
塔
」・

国
指
定
史
跡
「
真
壁
城
跡
」・
真
壁
地
区
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
な
ど
が
あ
る
。
自
然
物

で
は
水
郷
筑
波
国
定
公
園
の
一
部
や
国
天
然
記
念

物
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
な
ど
が
あ
る
。

　

本
市
は
、
山
並
み
と
田
園
風
景
に
加
え
、
歴
史

や
文
化
に
育
ま
れ
た
資
産
が
存
在
し
、
真
の
豊
か

さ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
景
観
を
も
っ
て
い
る
。

ま
す
み

■
地
域
を
読
む

　

本
市
の
景
観
は
、
山
・
水
・
緑
の
豊
か
な
自
然

を
基
本
に
、
農
業
を
中
心
と
す
る
産
業
景
観
が
大

部
分
を
占
め
、
そ
の
上
に
、
特
徴
を
な
す
石
材
業

関
係
の
景
観
と「
み
ち
」や「
ま
ち
」の
景
観
が
占
め
、

季
節
の
変
化
と
と
も
に
眺
め
る
姿
は
、
現
状
で
も

十
分
に
美
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
美
し
い
景
観
を
美
し
い
と
感
じ
る
理
由
の

一
つ
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
生
き
る
糧
の
全
て
が
、

こ
の
自
然
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
」

に
つ
い
て
わ
た
し
た
ち
自
身
が
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
十
分
に
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
に
い
る
こ
と
が
、
美
し
さ
を

実
感
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
証
拠
に
、
本
市
を
含
む
筑
波
山
を
中
心
と

し
た
地
域
に
は
、
数
多
く
の
縄
文
・
弥
生
時
代
の

集
落
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
常
陸
国

風
土
記
』
に
は
「
土
地
が
広
く
、
海
山
の
産
物
も

多
く
、
人
々
は
豊
か
に
暮
ら
し
、
ま
る
で
常
世
の

国
（
理
想
郷
）
の
よ
う
だ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
人
た
ち
も
認
め
て
い
る
恵
ま

れ
た
地
域
の
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
が
、
美
し
い

景
観
形
成
の
第
一
歩
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
地
域
の
自
然
や
暮
ら
し

を
十
分
に
深
く
知
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

か
ん
が
い

た
め

下妻市 つくば市

茨城県

桜川市

真岡市

栃木県

益子町

笠間市

茂木町

石岡市

筑西市

茨城県 桜川市

■
桜
川
市
の
概
要

総
面
積　

一
七
九･

七
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

人
口
数　

四
万
八
四
○
○
人

世
帯
数　

一
万
三
六
一
七
世
帯

　
　
　
　
人
口
お
よ
び
世
帯
数
は
、
平
成
一
七
年
度
国
勢
調
査

位
置　
　

緯
度   

北
緯
三
六
度
十
六
分

　
　
　
　

経
度　

東
経
一
四
〇
度
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桜
川
市
役
所
）0 1 2 5km

N

つくば市下妻市
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岩瀬

真壁

桜川

出典：桜川市ホームページ「桜川市観光ガイド」

http://www.city.sakuragawa.lg.jp/kankou_shisetsu/index.html

をもとに作成

名
所
・
旧
跡

交流広場・スポーツ広場

自然の景

交流施設

国指定文化財　

小山寺三重塔

上野原瓦窯跡

新治廃寺跡

桜川のサクラ

網代箋

木造観世音菩薩立像

真壁城跡

五所駒瀧神社の祭事（国選択）

ササガミマサの習俗（国選択）

旧真壁町の登録有形文化財 10４棟

山

桜

道

寺
神社

旧跡

森

水

真壁城跡

上野沼やすらぎの里

新治廃寺跡

椎尾山薬王院

大国玉神社

大池

みかげスポーツ公園

つくし湖

スダジイ樹叢

カタクリの群生

全国植樹祭発祥の地

加波山

足尾山

伝正寺

五所駒瀧神社

真壁のまち並み

筑波高原キャンプ場

五所駒瀧神社の祭事

桜川

八柱神社

上野沼

妙法寺

上野沼やすらぎの里

上野原瓦窯跡

磯部の桜

つくばりんりんロード

桝箕ヶ池

富谷観音 ( 小山寺 )  

月山寺

雨引山楽法寺

祥光寺

磯部稲村神社

富谷山ふれあい公園

花の入公園

福祉センターあまびき

総合体育館ラスカ

小山寺三重塔  

網代笈  

桜川のサクラ

筑波山

二宮尊徳の顕彰碑

木造観世音菩薩立像 ( 附前立尊 ) 

真壁城主累代の墓地
・墓碑群

鏡ヶ池
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■
景
観
を
構
成
す
る
要
素

　

こ
こ
か
ら
は
、
本
市
の
景
観
を
構
成
す
る
要
素

を
景
観
の
分
類
ご
と
に
紹
介
す
る
。
対
象
は
、
本

市
の
主
要
な
景
観
要
素
と
考
え
ら
れ
る
も
の
や
個

性
的
な
特
徴
を
表
す
要
素
を
抜
粋
し
て
い
る
。

　

本
書
に
載
せ
た
景
観
要
素
は
、
市
民
が
普
段
の

生
活
で
目
に
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

景
観
を
意
識
的
に
見
る
こ
と
が
少
な
い
市
民
に
対

し
て
、
景
観
が
日
常
の
ど
ん
な
場
所
に
も
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
、
身
の
回
り
の
景
観
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
本
書
を
き
っ
か
け
に
身
近
な
景
観
か

ら
生
活
環
境
を
認
識
し
、
そ
の
中
の
様
々
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
と
る
こ
と
で
、
景
観
へ
の
興
味
と

理
解
に
努
め
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

景
観
構
成
要
素
と
分
類

　

景
観
は
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も
複
数
の
要
素
か

ら
な
る
も
の
で
、
良
し
悪
し
の
判
断
も
複
雑
に
要

因
が
絡
ん
で
く
る
性
質
を
も
つ
た
め
、
捉
え
方
が

難
し
い
。
こ
こ
で
は
、
景
観
要
素
を
単
純
に
人
の

手
で
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
「
自
然
の
要
素
」

と
し
、
そ
れ
以
外
を
「
人
工
的
な
要
素
」、
そ
し
て

人
が
人
為
的
に
係
わ
る
こ
と
か
ら
「
人
の
要
素
」

は　

の
三
つ
に
分
け
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
。

　

そ
れ
は
、
要
素
の
役
割
と
景
観
の
空
間
構
成
に

お
け
る
大
き
な
位
置
付
け
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
後
に
係
わ
る
計
画
に
お
い
て
の
理
解
を

少
し
で
も
手
助
け
す
る
た
め
の
意
味
合
い
を
も
つ
。

自
然
の
要
素

　

自
然
は
、
景
観
の
土
台
と
な
る
役
割
を
も
つ
。

構
成
要
素
は
、
主
に
地
形
・
動
植
物
・
気
候
な
ど

で
あ
る
。
地
形
は
、
山
や
谷
な
ど
の
大
地
の
起
状

を
指
し
、
動
植
物
は
、
地
形
と
大
気
の
間
に
存
在

す
る
生
命
で
、
生
態
系
の
一
員
と
し
て
の
人
間
も

含
ま
れ
る
。
気
候
は
、
宇
宙
の
中
で
の
位
置
（
特

に
太
陽
）
や
、
地
球
の
公
転
・
自
転
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
熱
や
風
の
現
象
か
ら
、
こ
の
地
に

表
れ
る
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
大
気
の
状
況
を
指
す
。

　

自
然
の
分
類
は
、
で
き
る
だ
け
人
の
手
が
加
わ

ら
な
い
も
の
と
し
、
里
山
・
植
林
地
・
農
地
な
ど
は
、

自
然
物
を
扱
う
が
、
人
為
的
作
用
に
よ
る
結
果
で

あ
り
、産
業
と
の
関
係
が
深
い
た
め
「
人
工
の
要
素
」

に
分
類
す
る
。
ま
た
、
河
川
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん

ど
が
人
為
的
構
造
物
の
た
め
人
工
の
要
素
に
分
類

す
る
こ
と
に
し
た
が
、
水
お
よ
び
流
れ
は
、
自
然

的
性
質
と
捉
え
「
自
然
の
要
素
」
に
分
類
す
る
。

人
工
的
な
要
素

　

主
に
土
地
利
用
・
土
木
構
造
物
・
集
落
・
市
街

地
な
ど
に
分
類
す
る
。
大
き
な
要
素
は
、
景
観
の

骨
格
的
役
割
、
小
さ
な
要
素
は
、
景
観
の
表
情
を

つ
く
り
だ
す
。
こ
こ
で
は
、
人
工
的
な
要
素
の
「
生

活
（
表
情
）」
と
「
社
会
（
骨
格
）」
を
自
然
物
と

人
工
物
の
二
つ
が
景
観
を
大
き
く
構
成
し
て
い
る

こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
、
ひ
と
ま

と
め
に
し
て
い
る
が
、「
桜
源
郷
の
す
が
た
」
で
は
、

分
け
て
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
。

　

土
地
利
用
の
中
心
は
、
農
林
業
・
工
業
・
商
業
・

流
通
業
な
ど
で
、
土
地
を
広
く
面
的
に
使
用
す
る

も
の
を
指
す
。
土
木
構
造
物
は
、
大
き
な
土
地
造

成
に
よ
る
擁
壁
や
道
路
・
河
川
な
ど
を
支
え
る
構

築
物
を
指
す
。
集
落
・
市
街
地
は
、
主
に
建
物
と

塀
や
街
灯
な
ど
の
工
作
物
が
要
素
と
な
る
。

人
・
市
民

　

景
観
要
素
と
し
て
扱
う
人
は
、
景
観
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
主
体
的
に
支
え
て
く
れ
る
個
人
＝「
人
」

や
市
全
体
と
し
て
の
人
の
意
味
で
「
市
民
」
と
い

う
総
称
的
表
現
を
し
て
い
る
。
ま
た
、そ
の
人
々
は
、

活
動
や
生
活
を
通
し
て
景
観
を
構
成
す
る
一
要
素

（
見
ら
れ
る
側
）
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。

よ
う
へ
き
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広域幹線道路：社会

河川構造物（橋梁・護岸）：社会

大型工作物
：社会建物

街路（市街地）：生活

林業：社会

農業：社会

動植物：自然

①自然の要素

②人工的な要素
・土地利用（産業）
・土木構造物
・集落・市街地

・動植物

・気候・水

・地形

③人・市民

・市民アンケート

・市民活動

・日常のすがた
・非日常のすがた

次項への展開
○数字は掲載順を示す

・匠の技

川（水）：自然

気候：自然

樹木：自然

地形：自然
集落・市街地：生活

田畑：社会

堰堤：社会
湖面（水）：自然

橋梁：社会工場：社会
開発：社会

公園：社会

人（日常）
：人・市民

集落：生活

景観木：生活
薬医門：生活

建物：生活
工作物類：生活

商業：社会

里山：生活

人・市民
（活動主体）

●景観構成要素の分類と構成概念図

　集落・市街地・建物・工作物など

　林地・農地・工業用地・団地・公園など
　道路・軌道・河川などの構造物

　地形（山・丘・谷・川など）・土壌
　動植物など

●景観構成要素と分類例

人・市民はすべての景観要素に係わる

自然
（土台）

社会
（骨格）

生活
（表情）



自
然
の
要
素

地
形

気
候
・
水

動
植
物

自
然
景
観
形
成
の
視
点

30
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岩瀬

真壁

大和
筑波山塊

桜川市全体の中で、
耳のような形に、
山が連なっている

真壁台地

桜
川
市
航
空
写
真

桜川と支流
および主な用水路

N筑波山 877m（女体山）

709m

701m

権現山 396.6m

527.9m

627.5m

576m

409.3m

230.9m

記号凡例

きのこ山

足尾山

丸山

加波山

燕山

羽田山 雨引山

丸山

御嶽山

羽黒山

棟峰

高峯
富谷山

170.3m

218.4m

263.7m

245m

519.6m
雨巻山538.3m365m

218m
城山

地
形

岩瀬

真壁

大和
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筑
波
山

加
波
山

羽
田
山

高
峯

羽
黒
山

加
波
山
・
燕
山

ま
ち
・
さ
と
か
ら 

日
々
山
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
る
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山
の
峰
々
よ
り
ま
ち
・
さ
と
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
ふ
か
ん

富
谷
山
ふ
れ
あ
い
公
園
よ
り
岩
瀬
市
街
地
を
望
む

（
遠
望
に
右
か
ら
筑
波
山
・
加
波
山
・
吾
国
山
）

足
尾
山
頂
付
近
よ
り

大
曽
根
・
本
木
・
富
岡
・
鍬
田
方
面
を
望
む

（
遠
望
に
城
山
、
中
景
右
に
丸
山
・
左
に
羽
田
山
）

足
尾
山
頂
付
近
よ
り
真
壁
市
街
地
・
源
法
寺
方
面
を
望
む

（
俯
瞰
景
観
＝
高
い
所
か
ら
見
下
ろ
す
眺
め
）
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いわき

日立

水戸  太平洋
（鹿島灘）

つくば市

八溝山

白河市 福島県

栃木県

茨城県筑波山

桜川市

八溝山塊

鷲の子山塊

鶏足山塊

筑波山塊

羽黒青糠目石

筑波石真壁石

稲田石

びしゃん仕上げ

こぶだし仕上げ

本磨き仕上げ

石の種類と主な仕上げ 国内の主な花崗岩の産地と石材名
茨城県　　稲田石
　　　　　羽黒青糠目石
　　　　　真壁石
　　　　　坂戸石
　　　　　筑波石
　　　　　やさとみかげ

宮城県　　吾妻みかげ
　　　　　磐梯みかげ

福島県　　高太石
　　　　　青葉みかげ
　　　　　花塚みかげ
　　　　　中山石
　　　　　深山ふぶき石

愛知県　　花沢石
　　　　　岡崎みかげ　　

兵庫県　　本御影石

岡山県　　万成石　
　　　　　白石島みかげ
　　　　　北木石
　　　

広島県　　倉橋議院石

香川県　　庵治石
　　　　　青木石

愛媛県　　伊予大島石

福岡県　　内垣石

佐賀県　　七山みかげ　
　　　　　椿石

■
八
溝
山
地

　

福
島
県
白
河
市
南
部
か
ら
茨
城
県
と
栃
木
県
の

県
境
付
近
を
南
下
し
、
筑
波
山
に
至
る
。

　

八
溝
山
地
は
、
八
溝
山
塊
・
鷲
の
子
山
塊
・
鶏

足
山
塊
・
筑
波
山
塊
か
ら
な
る
。（
八
溝
山
は
標
高

一
○
二
二
メ
ー
ト
ル
）

■
日
本
有
数
の
花
崗
岩
の
産
地

　

四
つ
の
山
塊
は
、
花
崗
岩
類
か
ら
で
き
て
お
り
、

八
溝
層
群
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
特
に
鶏
足
山
塊
と

筑
波
山
塊
の
境
界
付
近
に
は
広
く
花
崗
岩
が
存
在

す
る
。
花
崗
岩
は
、
マ
グ
マ
が
冷
え
て
固
ま
っ
た

火
成
岩
の
一
種
の
深
成
岩
で
あ
る
。
深
成
岩
の
中

に
花
崗
岩
・
せ
ん
緑
岩
・
斑
れ
い
岩
が
あ
る
。
花

崗
岩
の
主
な
成
分
は
石
英
な
ど
の
無
色
鉱
物
が
基

本
と
な
る
た
め
白
色
を
し
て
い
る
。
黒
い
粒
は
、

黒
雲
母
な
ど
の
有
色
鉱
物
で
、
こ
れ
が
多
く
な
る

ほ
ど
、
せ
ん
緑
岩
・
斑
れ
い
岩
に
分
類
さ
れ
る
。

黒
御
影
石
は
斑
れ
い
岩
で
あ
る
。
筑
波
山
の
標
高

六
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
所
に
は
斑
れ
い
岩
が

　 　

桜
川
市
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
筑
波
山
・

加
波
山
な
ど
が
真
近
に
見
え
る
個
性
豊
か
な
場
所

で
、
総
面
積
の
約
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
林
に
当

た
る
。

　

存
在
す
る
。

　

花
崗
岩
は
陸
地
を
構
成
す
る
一
般
的
な
岩
石
で
、

世
界
各
地
で
産
出
す
る
。

　

花
崗
岩
は
緻
密
で
硬
い
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は

古
く
か
ら
石
の
鳥
居
・
城
の
石
垣
・
石
橋
・
道
標
・

三
角
点
・
水
準
点
の
標
石
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
た
。

近
代
の
建
造
物
の
例
と
し
て
は
国
会
議
事
堂
の
外

装
が
全
て
国
産
の
花
崗
岩
で
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
緻
密
な
の
で
表
面
を
研
磨
し
て
光
沢
を

出
す
こ
と
が
可
能
で
、
こ
れ
を
「
本
磨
き
」
と
称

し
て
墓
石
な
ど
の
ほ
か
パ
ネ
ル
と
し
て
、
広
範
囲

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

花
崗
岩
を
御
影
石
と
呼
ぶ
の
は
、
兵
庫
県
神
戸

市
東
灘
区
御
影
石
町
に
由
来
し
、
そ
の
北
側
に
あ

　

は
ん

ち
み
つ
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る
六
甲
山
地
で
産
出
さ
れ
、
古
く
か
ら
石
材
と
し

て
各
地
に
出
荷
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

石
材
名
は
、
一
般
的
に
各
産
出
地
域
の
名
前
を

つ
け
て
「
○
○
み
か
げ
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、

御
影
石
は
、
花
崗
岩
・
せ
ん
緑
岩
・
斑
れ
い
岩
を

含
め
た
石
材
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

本
市
お
よ
び
笠
間
市
周
辺
で
産
出
す
る
花
崗
岩

は
日
本
有
数
の
産
出
量
を
誇
る
。
中
で
も
良
質
な

も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
石
は
、
羽
黒
青
糠
目
石
・

真
壁
小
目
な
ど
が
あ
る
。　

　

羽
黒
青
糠
目
石
は
、
他
の
花
崗
岩
よ
り
石
目
が

緻
密
で
細
か
く
、
長
い
年
月
を
経
て
も
風
化
に
耐

え
て
美
し
さ
を
保
つ
た
め
、
高
価
で
も
人
気
が
あ

る
。
米
ぬ
か
の
よ
う
に
細
や
か
な
表
情
を
例
え
て

こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。

　

真
壁
小
目
は
、
白
色
・
薄
青
・
薄
黒
を
帯
び
た

白
色
を
し
て
お
り
硬
質
で
吸
水
率
も
低
い
。
光
沢

に
優
れ
て
お
り
光
沢
の
持
続
性
も
極
め
て
良
く
、

「
ね
ば
り
」
と
呼
ば
れ
る
性
質
も
持
ち
合
わ
せ
る
た

め
、
灯
篭
な
ど
の
材
料
と
し
て
も
適
し
て
い
る
。

丸
型
、
角
型
の
結
晶
が
ま
だ
ら
に
確
認
で
き
る
の

も
特
徴
で
、
白
色
を
主
と
す
る
が
青
味
、
黒
味
が

強
い
物
ほ
ど
高
級
品
で
あ
る
。

明治期に、迎賓館（旧赤坂離宮）の造営に使用されたことをきっ
かけに“常陸こみかげ石”として知名度が向上し、皇居の縁石、
三越本店、多摩御殿（浅川の橋）、などの公共の建物などに「真
壁石」が使われた。

桜
川

筑
波
山

霞
ケ
浦

鹿
島
灘

（
地
下
水
）

地
下
浸
透

（
河
川
水
）

海
水

降
雨
・
降
雪

湧
き
水

大
気
中
の
水
蒸
気 蒸

発
散

（
伏
流
水
）

定
量
の
水
の
循
環

（
水
の
源
）

気
候
・
水

日本橋（木造）は 1603 年、徳川家康の江戸建設に伴い建てられた。
東海道・水戸街道（国道６号）の起点で、現在の橋は 19 代目
1911（明治 44）年に現在の石橋が完成、「稲田石」でできている。
品格のある二連アーチ橋で、震災や空襲に耐え、1999 年、国の
重要文化財に指定された。

ぬ
か
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常陸利根川新利根川
小野川

恋瀬川

北浦

霞ヶ浦

利根川

桜川

桜川市

筑波山
877
▲

加波山
709
▲

吾国山
518
▲

小貝川

小貝川

鬼怒川

飯沼川

五行川

茨城県

千葉県

涸沼
涸沼川

巴川

那珂川
桜川

久慈川

土浦市

水戸市

鹿 島 灘
（太平洋）

　
八
　
溝
　
山
　
地

栃木県

■
自
然
は
水
の
優
れ
た
浄
化
装
置

　

水
が
川
か
ら
海
に
戻
る
の
は
、
世
界
平
均
で
約

二
週
間
、
日
本
の
川
は
短
い
た
め
数
日
で
海
に
戻

る
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
た
ち
が
汚
し
た
水
は
数
日

で
海
に
流
れ
、
数
日
の
う
ち
に
雨
と
な
っ
て
地
上

に
降
り
、
わ
た
し
た
ち
の
口
に
入
る
。
わ
た
し
た

ち
の
出
し
た
汚
水
を
浄
化
し
て
い
る
の
は
、
自
然

界
で
は
、
主
に
水
中
に
棲
む
微
生
物
や
植
物
な
ど

で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
水
環
境
を
キ
レ

イ
に
保
つ
こ
と
は
、
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
美
し

い
景
観
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る
。

■
日
本
の
水

　

単
位
面
積
・
時
間
あ
た
り
の
日
本
の
降
水
量
は
、

約
米
国
の
二
・
四
倍
、
ロ
シ
ア
の
三
・
六
倍
あ
り
、

日
本
は
、
地
理
的
に
非
常
に
水
に
恵
ま
れ
た
緑
の

多
い
、文
字
通
り
「
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
」
で
あ
る
。

そ
の
水
は
花
崗
岩
地
帯
を
流
れ
、
水
中
に
含
ま
れ

る
二
酸
化
炭
素
に
よ
っ
て
花
崗
岩
か
ら
一
リ
ッ
ト

ル
に
九
ミ
リ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン

と
、
三
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
炭
酸
水
素
イ
オ
ン

な
ど
の
栄
養
分
（
ミ
ネ
ラ
ル
）
が
溶
け
込
む
。

　

し
か
し
、
日
本
の
地
形
は
、
急
峻
で
河
川
が
短

い
上
に
、
雨
が
梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
集
中
す
る

た
め
に
河
川
の
流
量
変
動
が
大
き
い
、
必
要
な
水

　

桜川市北西の鏡ヶ池に源を発し南へ流れ、
土浦市のＪＲ土浦駅付近で霞ケ浦に注ぐ。
謡曲「桜川」（世阿弥作 室町時代）でも有名で
ある。

■
景
観
の
源
は
太
陽
と
水

　

地
球
上
の
水
（
海
水
＋
淡
水
）
の
総
量
は
、
数

一
○
億
年
も
の
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、
一
四
億
キ
ロ

立
法
メ
ー
ト
ル
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
海
水
が
九
七･
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
ほ
ん

の
数
パ
ー
セ
ン
ト
が
淡
水
（
湖
沼
・
河
川
な
ど
）

で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な
淡
水
を
、
人
を
含
め
た
陸

上
の
す
べ
て
の
生
物
が
命
を
繋
ぐ
た
め
に
使
用
し

て
い
る
。

　

こ
の
貴
重
な
淡
水
が
な
く
な
ら
ず
に
、
わ
た
し

た
ち
が
使
用
で
き
る
の
は
、
自
然
界
の
水
の
循
環

サ
イ
ク
ル
の
お
か
げ
で
あ
る
。
水
の
循
環
サ
イ
ク

ル
は
、
海
↓
海
水
の
蒸
発
↓
大
気
中
の
水
蒸
気
↓

雨
・
雪
↓
地
下
水
↓
川
↓
海
と
巡
っ
て
い
る
。

　

水
が
一
定
の
量
し
か
な
く
、
し
か
も
循
環
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
も
し
も
循
環
系
の
ど
こ
か
が
汚

染
さ
れ
る
と
汚
染
が
自
然
界
に
広
が
っ
て
い
き
、

わ
た
し
た
ち
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
人
間
の
活
動
の
結
果
が
水
循
環
に
よ

り
自
分
に
還
っ
て
来
る
と
い
う
事
実
と
全
て
の
自

然
が
水
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
水
は
す
べ
て
の
生
命
に
と
っ
て
命
そ
の
も
の

で
あ
り
、
す
べ
て
の
景
観
の
源
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

何
を
お
い
て
も
、
水
を
清
く
保
つ
こ
と
が
大
変

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

桜川　一級河川　全長 63.4km　流域面積 345k㎡

霞ケ浦　湖面積 220.0km² は日本第 2位
1970 年代から夏季を中心にアオコの大発
生・養殖ゴイの大量死などが顕著に発生す
る。これに対し「せっけん運動」などの市
民運動が行われたり、1981 年に富栄養化防
止条例を公布する。
霞ケ浦の水質汚濁の特徴は、流域が平地で
面積も広く水深が浅いため、富栄養化が進
行しやすい上に、流域での生産や生活活動
の増大によって人為的な富栄養化が重なっ
ている点にある。

を
確
保
す
る
た
め
に
、
現
状
で
は
、
留
池
や
ダ
ム

で
水
を
貯
留
す
る
な
ど
、
そ
の
地
域
に
応
じ
た
工

夫
に
よ
り
、
水
を
確
保
し
て
い
る
。

と
よ
あ
し
は
ら　

  

み
ず
ほ



山
地
内
部
の
水
の
流
れ

下 

一
枚
石
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岩瀬

真壁

桜川

大和

桜
川
の
流
れ
の
姿

写真撮影地点と方向

06

00

00

鏡ケ池

04

04

03

03 02

02

05

06

07

08

09

09

10

07

01

01

05

10

鏡ケ池（桜川源流）

青木堰　　　　　　　　　　　

青木堰　　　　　　　　　　　

塙世橋　　　　　　　　　　　

08
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CODの値と汚れの目安

0～2㎎/l     きれいな水・雨水

7㎎/l以上   汚れた水

3～6㎎/l     少し汚れた水

COD（化学的酸素要求量）
水中の有機物を酸化剤で分解する際
に消費される酸化剤の量を酸素量に
換算したもので、湖沼等の水質の汚濁
状況を測る代表的な指標 

注：㎎／ l＝ミリグラム／リットル

桜
川
水
系

■
桜
川
の
環
境
と
水
質
の
状
況

　

桜
川
は
、
北
東
部
の
鍬
柄
山
に
あ
る
鏡
ヶ
池
を

源
流
と
し
て
い
る
。
川
は
、
北
部
で
は
西
へ
、
中

央
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
流
れ
、
ほ
ぼ
、
市
の
中
心

部
を
流
れ
て
い
る
。
川
の
全
長
は
約
六
三･

四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

そ
の
景
観
は
、
ほ
場
整
備
済
み
の
水
田
の
中
を

流
れ
る
景
観
が
大
半
を
占
め
、
流
れ
が
人
工
的
に

整
形
さ
れ
て
い
る
。
構
造
も
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト

貼
り
の
た
め
、
自
然
河
川
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
遠
く
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
用
水
路
に
見
え
る
。

　

水
生
植
物
は
上
流
の
方
で
少
な
く
、
下
流
の
方

で
多
い
が
、
そ
の
種
類
は
大
部
分
が
霞
ヶ
浦
と
共

通
で
あ
る
。
マ
コ
モ
・
ヒ
メ
ガ
マ
・
ヒ
シ
・
ト
チ

カ
ガ
ミ
・
サ
サ
バ
モ
・
セ
ン
ニ
ン
モ
・
ク
ロ
モ
・

ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ
・
ガ
ガ
ブ
タ
・
コ
ウ
ホ
ネ
・
コ

ゴ
ロ
モ
モ
、
現
在
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
水
生
植
物

は
、
ア
サ
ザ
・
オ
ニ
バ
ス
・
イ
バ
ラ
モ
な
ど
で
あ
る
。

　

河
川
敷
や
水
辺
の
植
物
は
、
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
・
キ

シ
ョ
ウ
ブ
・
ミ
ズ
ア
オ
イ
・
ア
ギ
ナ
シ
・
キ
ツ
ネ

ノ
ボ
タ
ン
・
イ
ヌ
ゴ
マ
・
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
・
ハ

ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
・
タ
コ
ノ
ア
シ
な
ど
、
堤
防

の
上
や
斜
面
に
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
生
育

　

し
て
い
る
。

　

魚
類
は
、
マ
ブ
ナ
・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
（
ヘ
ラ

ブ
ナ
）・
タ
ナ
ゴ
・
ヒ
ガ
イ
・
オ
イ
カ
ワ
（
ヤ
マ
ベ
）・

ニ
ゴ
イ
（
サ
イ
）
な
ど
で
あ
る
が
、
最
近
は
水
の

汚
濁
な
ど
の
影
響
で
一
般
に
減
少
し
て
お
り
、
奇

形
魚
や
斑
点
・
潰
瘍
な
ど
が
あ
る
異
常
な
も
の
が

釣
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

下
流
の
つ
く
ば
市
で
は
、
年
に
二
回
、
市
内
七

か
所
で
桜
川
お
よ
び
支
流
の
水
質
を
調
査
し
て
い

る
。
左
図
は
、
二
○
○
七
（
平
成
一
九
）
年
一
○

月
二
八
日 

大
御
門
橋
付
近
の
調
査
で
C
O
D 

六
ミ

リ
グ
ラ
ム\

リ
ッ
ト
ル
の
値
を
示
し
て
い
る
。

霞
ヶ
浦
の
水
質
の
状
況

　

霞
ケ
浦
で
は
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
の
流

域
に
お
け
る
人
口
増
加
、
生
活
様
式
の
多
様
化
、

産
業
活
動
の
進
展
な
ど
に
伴
な
い
汚
濁
が
進
行
し
、

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
に
は
C
O
D
が
一
一･

三
ミ
リ
グ
ラ
ム\

リ
ッ
ト
ル
と
い
う
高
い
数
値
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
水
質
改
善
努
力
に
よ
り
、

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
は
、
六･

八
ミ
リ
グ
ラ

ム\

リ
ッ
ト
ル
に
改
善
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
横

ば
い
状
態
に
あ
る
。

■
水
辺
の
景
観

　

市
内
に
は
多
数
の
水
辺
空
間
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
、
市
民
に
と
っ
て
憩
い
の
場
所
で
あ

り
、
生
物
に
と
っ
て
も
え
さ
場
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。

沼
・
溜
池

　

市
内
に
は
、
天
水
田
も
多
く
、
農
業
用
水
と
し

て
貯
水
の
必
要
か
ら
、
多
く
の
た
め
池
・
沼
が
作

ら
れ
て
い
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
週
末
に
な
る

と
魚
釣
り
に
興
じ
る
人
で
に
ぎ
わ
う
。
現
在
で
は
、

掘
削
技
術
の
進
歩
に
よ
り
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
必
要
性
が
薄
れ
、
中
に
は
放

置
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
課
題
の
あ
る
溜
池
・
沼

も
存
在
し
て
い
る
。

か
い
よ
う

た
め
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時
間
は
二
一
二
八
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
市
の
平
均
の
値
で
あ
り
、
北
部
と
南
部

に
は
、
特
徴
的
な
性
質
を
も
っ
た
地
域
も
あ
る
。

た
と
え
ば
酒
寄
地
区
は
、
冬
季
は
鉢
巻
き
現
象
と

呼
ば
れ
る
風
の
流
れ
に
よ
り
、
低
地
よ
り
も
標
高

二
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
帯
の
気
温
の
方
が
高

く
、
こ
の
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
気
象
条
件
を
活

か
し
、
観
光
み
か
ん
園
が
営
ま
れ
て
い
る
。

　

岩
瀬
地
区
は
、
南
側
・
北
側
・
東
側
三
方
を
山

に
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の
地
形
で
あ
る
た
め
、
季
節

風
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
。
高
峯
な
ど

南
側
に
広
が
る
山
の
斜
面
に
は
古
く
か
ら
山
桜
が

自
生
し
、
地
域
特
有
の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

り
雪
は
三
月
。

　

上野沼 鏡ヶ池
・上野沼は、江戸時代前期の慶安年間（1648 ～ 1652 年）に造られた灌漑用　 
  の沼
・鏡ヶ池は、桜川の源で、古来よりどんな日照りでも水が涸れたことがない                 
  と言われている。池の底の岩盤の割れ目から水が湧き出している。その昔、 
  ヤマトタケルノミコトがこの水面を鏡がわりに姿を映したことから、鏡ヶ   
  池と名付けられたと伝えられている。

雲は、空気中にある水蒸気が、 ちりについた水や氷の粒であ
り、上昇気流の流れによって様々な形を見せる。気温が高い
場所ほど水蒸気を多く含むことができる。高度が高くなり、
気温が低くなるにつれて水蒸気が冷やされ、水に変わり雨と
して降ってくる。（一粒の大きさは、0.02 ～ 0.2ｍｍ）

■
気
候

　

関
東
地
方
の
大
部
分
と
同
じ
く
、
表
日
本
型
の

気
候
を
示
す
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
冬
は
晴
天
が

多
く
乾
燥
し
、
梅
雨
、
台
風
、
秋
雨
季
に
は
降
水

量
が
多
く
な
る
が
、
年
間
を
通
し
て
の
降
水
量
は

少
な
い
方
で
あ
る
。
ま
た
、
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、

冬
は
か
な
り
寒
く
、
夏
は
比
較
的
暑
い
。

　

二
○
○
七
（
平
成
一
九
）
年
度
の
年
間
降
水
雨

量
は
一
○
六
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
平
均
気
温
は
一

四･

四
度
。
平
均
風
速
は
二･

四
メ
ー
ト
ル
、
日
照

風
向

　

冬
季
は
北
西
風
が
強
く
吹
き
、
日
光
お
ろ
し
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
春
季
は
、
北
・
東
風
。
夏
季
は
、

南
東
お
よ
び
南
風
。
秋
季
は
、
北
東
・
北
西
風
と

な
る
。

初
霜

　

平
均
一
一
月
一
○
日
前
後
、
終
霜
は
平
均
四
月

中
旬
で
あ
る
が
、
五
月
初
旬
に
み
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
場
合
は
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
。

初
雪

　

例
年
、
年
を
越
し
た
一
月
に
降
る
こ
と
が
多
い
。

降
雪
回
数
は
少
な
く
、
月
平
均
二
回
程
度
、
終
わ

　

茨城県の気候（水戸地方気象台ホームページより抜粋）
日本海を発達した低気圧が通過すると南よりの風が強
まり、県南部では 10m/s 前後となる。強い寒冷前線
が通過する際に、雷雨となり、ひょうを伴うと農作物
に大きな被害となる。5月は梅雨に向かい、北東気流
や梅雨前線の影響でうっとうしい日が続く。

夏は「梅雨明け 10 日」といわれるように暑い晴天が
続きくと同時に、積乱雲で象徴される熱雷の季節とな
る。発達した雷雲の下では短時間の強い雨となり落雷
や突風、ダウンバーストなど激しい現象に見舞われる
場合がある。

県では、台風の直接もたらす大雨とは別に、遠く離れ
た台風が秋雨前線を刺激して降らせる長時間の大雨に
見舞われることがある。
　
「西に気圧が高く東に低い」冬型の気圧配置が現れる。
強い冬型の気圧配置になると山間部では雪が舞い、平
野部では北西の季節風「木枯らし」が強く吹く。

春

夏

秋

冬
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市の木

サクラ
（写真：ヤマザクラ）
春になると市内の山・
里がサクラ色に染まり、
まさに桜源郷となる

市の花

ヤマユリ
夏の雑木林の中に
ひときわ大きい白い花
を咲かせる

シラカシ アラカシ ブナ
筑波、加波山頂の代表的
落葉広葉樹

ウラジロガシアカガシヒノキ
建築材として一般的に
使われている

　

地
球
上
で
一
番
初
め
の
生
物
は
、
約
四
○
億
年

前
に
原
始
の
海
で
生
ま
れ
た
微
小
な
生
物
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
の
大
気
に
は
酸

素
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
上
、
生
物
に
と
っ
て

は
と
て
も
有
害
と
な
る
紫
外
線
が
、
地
上
に
大
量

に
降
り
そ
そ
い
で
い
た
の
で
、
生
物
は
長
い
間
、

海
の
中
に
し
か
棲
め
な
か
っ
た
。

　

約
二
七
億
年
前
に
、
太
陽
の
光
と
水
と
二
酸
化

炭
素
を
利
用
し
て
、
光
合
成
を
お
こ
な
う
生
き
物

が
現
れ
た
。
こ
れ
ら
が
長
い
間
、
大
量
に
酸
素
を

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
気
の
様
子
も
大
き
く
変

わ
り
、
次
第
に
、
地
上
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
紫
外
線
量

も
少
な
く
な
り
、
五
億
年
前
に
は
は
じ
め
て
陸
上

に
生
物
が
現
れ
た
。

　

約
四
億
年
前
か
ら
三
億
五
○
○
○
年
前
の
デ
ボ

ン
紀
と
よ
ば
れ
る
時
代
に
な
る
と
、
大
型
の
植
物

も
姿
を
現
し
、
森
が
生
ま
れ
た
。
最
初
の
木
は
現

在
で
い
う
シ
ダ
の
仲
間
（
木
生
シ
ダ
）
で
あ
る
。

木
生
シ
ダ
が
栄
え
て
い
た
こ
ろ
、
マ
ツ
や
ス
ギ
な

ど
の
針
葉
樹
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
ふ
く
ま
れ
る
裸

子
植
物
が
生
ま
れ
、
こ
れ
よ
り
遅
れ
て
、
大
半
の

広
葉
樹
を
含
む
被
子
植
物
が
生
ま
れ
た
。

主
な
樹
木
と
花

裸
子
植
物
は
第
三
紀
（
六
五
○
○
〜
三
○
○
万
年

前
）
ま
で
栄
え
た
。
そ
の
後
、
被
子
植
物
が
だ
ん

だ
ん
勢
力
を
広
げ
、
現
在
の
自
然
植
生
（
人
工
林

に
な
る
以
前
の
元
々
の
植
生
）
の
分
布
に
な
っ
た
。

■
地
域
本
来
の
自
然
植
生

　

筑
波
山
・
足
尾
山
・
加
波
山
・
高
峯
は
低
山
と

は
い
え
、
山
頂
と
ふ
も
と
で
は
年
平
均
四
度
近
い

気
温
の
差
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
さ
に
よ
る
植

生
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
筑
波
山
、
加

波
山
の
山
頂
付
近
は
、
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
を
中
心

と
し
た
温
帯
林
で
、
中
腹
以
下
は
暖
帯
林
の
植
生

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
様
々
な
植
物
の
南
限
と
北
限
域
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
方
の
植
物
が
交
差
し
、
植
物
の
種

類
が
豊
富
で
あ
る
。

山
桜
（
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
の
落
葉
高
木
）

　

山
桜
は
、
日
本
の
野
生
の
桜
の
代
表
的
な
種
で
、

サ
ク
ラ
の
中
で
は
寿
命
が
長
く
大
木
に
な
る
。
ま

た
、
同
一
地
域
内
で
も
開
花
時
期
・
花
つ
き
・
葉

と
花
の
開
く
時
期
・
花
の
色
の
濃
淡
・
新
芽
の
色
・

樹
の
形
な
ど
様
々
な
変
異
が
あ
る
。
中
で
も
大
き

な
特
徴
は
、
若
芽
が
先
に
出
て
か
ら
開
花
が
始
ま

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
自
生
種
は
、
こ
の
若
芽
に
こ

そ
特
徴
が
あ
り
、
赤
芽
・
樺
芽
・
茶
芽
・
黄
芽
・

　

動
植
物

す
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自
然
景
観
形
成
の
視
点

　

ま
た
、
心
の
や
す
ら
ぎ
を
も
提
供
し
て
く
れ
る
。

そ
の
大
事
な
水
が
流
れ
出
す
源
流
域
に
本
市
は
あ

る
。
市
民
の
使
命
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
水
を
汚

さ
ぬ
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

桜
川
は
小
河
川
の
た
め
、
普
段
の
生
活
の
中
で
そ

の
流
れ
を
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
ま
た
、
機
能

も
見
た
目
も
用
水
路
化
し
、
謡
曲
「
桜
川
」
に
謡
わ

れ
た
か
つ
て
の
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
失
わ
れ
て
い

る
。
今
の
ま
ま
で
は
、
世
阿
弥
に
よ
り
与
え
ら
れ
た

無
形
の
価
値
を
残
し
て
い
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　

せ
っ
か
く
の
知
名
度
を
生
か
す
こ
と
や
水
辺
の
価

値
を
再
認
識
す
る
な
ど
、
景
観
形
成
の
中
心
要
素
と

し
て
桜
川
の
活
用
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

小
さ
な
水
環
境
の
保
全

　

市
内
に
は
、
溜
池
・
用
水
路
・
小
川
な
ど
が
た

く
さ
ん
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
市
民
の

憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
ゴ
ミ

の
投
棄
場
所
や
荒
地
と
化
し
て
い
る
所
も
あ
り
、

環
境
上
・
景
観
上
良
好
な
状
態
に
あ
る
と
は
い
え

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
景
観
資
源
と
し
て
、
生
か

さ
れ
て
い
な
い
所
が
多
く
あ
る
。

　

小
さ
な
水
環
境
は
、
市
民
の
安
ら
ぎ
の
場
所
、

生
態
系
の
よ
り
処
と
し
て
魅
力
的
な
景
観
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
景
観
形
成
の
対
象
要
素

と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
荒
地
の
存
在

　

市
内
の
山
林
地
内
・
耕
作
地
内
・
桜
川
沿
い
に
、

荒
地
が
存
在
し
て
い
る
。
山
林
地
内
の
場
合
は
、

人
工
林
の
管
理
放
棄
地
や
採
石
地
周
辺
の
跡
地
で

あ
る
。
耕
作
地
内
は
、
休
耕
田
や
利
用
し
な
く
な
っ

た
溜
池
周
辺
な
ど
で
あ
る
。
桜
川
沿
い
は
、
護
岸

周
辺
の
残
地
部
分
や
そ
の
周
辺
部
で
あ
る
。

　

ど
の
荒
地
の
場
合
で
も
、
人
の
手
が
加
わ
っ
た

後
に
、
管
理
の
手
が
入
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。
中

で
も
山
林
地
内
の
荒
地
は
、
将
来
的
に
保
水
力
の

低
下
・
土
砂
の
流
出
・
洪
水
・
落
石
な
ど
深
刻
な

問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、
表
土
の
流
出
に
よ
り
、
養
分
が
保
持
で

き
な
く
な
り
、
農
作
物
の
成
長
に
支
障
を
き
た
し

た
り
、
水
中
の
生
物
が
減
少
し
、
下
流
域
（
霞
ヶ

浦
な
ど
）
で
の
漁
獲
量
が
低
下
す
る
な
ど
、
生
態

系
へ
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
心
象
的
に
見
て
も
荒
地
は
良
い
と
判
断

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
加
え
て
ゴ
ミ
な
ど
の
不

法
投
棄
の
温
床
に
も
な
る
な
ど
、
様
々
な
害
を
お

よ
ぼ
す
。
で
き
る
か
ぎ
り
、
荒
地
を
な
く
す
視
点

を
も
ち
、
改
善
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

■
地
域
固
有
の
自
然
景
観
に
着
目
す
る

山
容
の
保
全

　

市
内
の
ど
の
場
所
か
ら
も
筑
波
山
塊
の
山
々
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
筑
波
山
・
加
波
山

は
関
東
を
代
表
と
す
る
山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
て
、

市
民
の
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
市
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
、
石
材
業

な
ど
に
土
・
石
材
採
取
が
行
わ
れ
、
山
腹
が
削
り

取
ら
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
自
然
と
産
業
の
両

立
は
、
大
変
む
ず
か
し
く
、
本
市
の
宿
命
的
な
課

題
と
い
え
る
。

　

産
業
と
の
共
存
を
図
り
な
が
ら
、
山
々
の
山
容

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

植
物

　

山
桜
は
、
国
の
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
。
一
一
種
の
山
桜
は
学
術
的
に
大
変
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
価
値
を
理
解
し
、
景
観
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。

桜
川
（
一
級
河
川
）

　

市
の
中
央
を
流
れ
る
桜
川
は
、
こ
の
地
域
で
唯

一
の
主
要
河
川
で
あ
る
。
周
辺
の
山
々
か
ら
湧
き

出
た
水
は
す
べ
て
桜
川
に
集
ま
る
。
こ
の
水
は
森

か
ら
の
養
分
を
運
び
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
使
わ

れ
る
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
維
持
に
か
か
わ

る
役
割
を
も
つ
。





人
工
的
な
要
素

土
地
利
用

土
木
構
造
物
（
鉄
道
・
道
路
他
）

集
落
・
市
街
地

人
工
的
な
景
観
形
成
の
視
点

48
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豊
か
な
農
業
景
観

　

山
並
み
を
背
景
に
、
平
地
の
ほ
と
ん
ど
を
田
と
畑
が
占
め
、
田
園
を
舞
台
に
し

た
生
活
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
市
は
県
内
有
数
の
農
業
地
帯
で
あ
り
、
農

作
物
が
四
季
折
々
に
見
せ
る
成
長
の
変
化
は
、
日
本
の
原
風
景
そ
の
も
の
で
あ
る
。

50
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お
だ
や
か
な
風
情
、
里
山
を
彩
る
木
々
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資料 ： 税務課

地目別土地面積（k㎡）

年次

平成１9年

平成20年

平成21年

179.78

179.78

179.78

31.42

31.42

31.16

26.01

25.98

25.72

15.58

15.62

15.71

1.35

1.35

1.35

69.42

69.01

68.84

1.16

1.16

1.15

0.22

0.22

0.22

8.39

8.39

8.46

26.23

26.63

27.17

総面積 田 畑 宅地 池沼 山林 原野 牧場 雑種地 その他

荒地
山林

田

畑

地
域
の
約
半
分
を
山
地
が
占
め
、
桜
川
を
中
心
と

し
た
水
路
網
の
周
辺
に
田
畑
が
展
開
し
て
い
る
。

土
地
利
用
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アブラチャン
［なんじゃもんじゃ］
稲のオダカケの脚として使われている。

茨城県内の農業

耕作放棄地Ｋ＝  １．３８２．７００㎡

経営耕地総面積（a）

ベスト５

１.つくば市

２.水戸市

３.桜川市

４.常陸大宮市

５.常陸太田市

689,548a

469,451a

385,737a

233,455a

308,243a

（販売農家のみ） （平成17年2月1日現在）

ベスト５

１.つくば市

２.常陸太田市

３.水戸市

４.常陸大宮市

５.桜川市

6,784戸

5,967戸

5,294戸

4,864戸

3,323戸

農家戸数

農家戸数
（2005年常陽アークより）

耕作放棄地

茨城県内の農地総面積　177.2千ha
耕作放棄地の市町村別割合

１.大子町

２.常陸大宮市

３.午久市

　桜川市

28.1％

23.8％

17.4％

約２.４％ 

（税務課調査）
（農業センサス）

農地面積　Ｎ＝５７．４８０．６４５㎡

2005 年
（K÷N×100）

■
農
業

地
質

　

市
内
の
土
壌
は
関
東
ロ
ー
ム
層
が
多
い
せ
い
か
、

酸
性
度
の
強
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
関
東
ロ
ー
ム
は
、

水
分
を
含
む
割
合
が
極
め
て
高
く
、
雨
が
降
れ
ば

ど
ろ
ど
ろ
に
な
り
、
冬
は
土
が
凍
り
霜
柱
が
で
き
、

乾
燥
す
れ
ば
土
ぼ
こ
り
を
立
て
る
な
ど
の
性
質
を

も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
田
に
利
用
さ
れ
て
い
る

桜
川
流
域
一
帯
な
ど
は
、
河
川
の
浸
食
・
堆
積
作

用
に
よ
る
沖
積
地
で
あ
る
。

農
作
物

　

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
主
な
農
作
物
は
、
米
・

麦
（
大
小
）・
煙
草
・
野
菜
（
白
菜
・
大
根
）・
落
花
生
・

瓜
類
（
き
う
り
・
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
）・
イ
チ
ゴ
な

ど
多
種
に
わ
た
り
、
産
出
量
も
多
い
。
ト
マ
ト
・

瓜
類
・
イ
チ
ゴ
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。
果
物
類
の
生
産
は
、栗
・
梨
・
柿
・

ぶ
ど
う
・
桃
の
生
産
が
一
時
は
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、

小
規
模
経
営
で
は
採
算
性
が
悪
く
、
現
在
で
は
減

退
し
て
い
る
。

農
業
は
県
内
で
も
屈
指
の
規
模
を
誇
る

　

本
市
は
、
経
営
耕
地
総
面
積
全
国
第
三
位
を
誇

る
茨
城
県
の
中
で
も
、
県
内
第
三
位
に
入
る
。
農

家
戸
数
は
、
県
内
五
位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

比
較
的
大
き
な
農
家
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

耕
作
放
棄
地
は
、
県
北
地
域
が
上
位
を
占
め
る

が
、
本
市
は
平
均
以
下
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
耕

地
の
活
用
率
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

農
風
景

オ
ダ
ガ
ケ

　

刈
っ
た
稲
は
四
掴
み
を
一
束
と
し
、
オ
ダ
ア
シ

で
オ
ダ
を
作
り
、
こ
れ
に
刈
っ
た
稲
を
か
け
、
七

日
〜
一
○
日
ぐ
ら
い
掛
け
干
し
に
す
る
。

　

最
近
で
は
、
機
械
で
稲
刈
り
す
る
際
に
、
脱
穀

ま
で
行
う
た
め
に
、
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

つ
か
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青
木
堰

　

旧
青
木
村
は
元
禄
時
代
一
三
○
軒
も
あ
っ
た
家

数
が
、
一
八
三
一
（
天
保
二
）
年
に
は
三
九
軒
に

な
り
、
耕
作
で
き
る
田
畑
も
三
分
の
一
に
減
少
す

る
な
ど
年
々
荒
廃
が
進
行
し
た
た
め
、
一
八
三
二

（
天
保
三
）
年
に
二
宮
尊
徳
仕
法
を
受
け
る
に
至
っ

た
。

　

旧
青
木
村
が
こ
の
よ
う
な
荒
廃
を
し
て
い
っ
た

大
き
な
要
因
は
、
用
水
の
不
便
と
火
災
に
よ
る
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
青
木
村
の
灌
漑
用
水
は
、

村
の
北
西
を
南
流
す
る
桜
川
を
堰
止
め
て
引
用
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
桜
川
は
川
底
が
細
か
い
砂
が

ほ
と
ん
ど
で
、
岩
石
が
ま
っ
た
く
な
く
、
地
盤
が

悪
か
っ
た
。
堰
を
作
っ
て
も
豪
雨
の
た
び
に
決
壊

し
、
そ
の
度
に
莫
大
な
費
用
を
か
け
、
修
理
に
あ

た
っ
て
い
た
が
旗
本
の
知
行
所
と
な
っ
て
か
ら
は
、

費
用
が
な
く
十
分
な
復
興
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
灌
漑
用
水
は
天
水
に
頼
る
し
か
な
く
、

苗
代
や
田
畑
の
水
不
足
で
収
穫
は
激
減
し
た
。

　

現
在
青
木
堰
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
姿
を
変

え
て
、
今
も
息
づ
い
て
い
る
。

二
宮
尊
徳

　

江
戸
時
代
後
期
に
「
報
徳
思
想
」
を
唱
え
て
、「
報

徳
仕
法
」
と
呼
ば
れ
る
農
村
復
興
政
策
を
指
導
し

た
農
政
家
で
あ
り
思
想
家
で
あ
る
。　
　

通
称
は
二
宮
金
次
郎
。

　

相
模
国
足
柄
上
郡
栢
山
村
に
百
姓
利
右
衛
門
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
伯
父
の
家
で
農
業
に
励

む
か
た
わ
ら
、
荒
地
を
復
興
さ
せ
、
残
っ
た
田
畑

を
小
作
に
出
す
な
ど
し
て
収
入
の
増
加
を
図
り
、

二
○
歳
で
生
家
の
再
興
に
成
功
す
る
。

　

生
家
の
復
興
に
成
功
す
る
と
、
奉
公
先
の
小
田

原
藩
家
老
服
部
家
で
そ
の
才
能
を
買
わ
れ
、
服
部

家
の
財
政
立
て
直
し
を
頼
ま
れ
、
見
事
に
成
功
さ

せ
て
小
田
原
藩
内
で
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
以
後
、
栃
木
県
旧
二
宮
町
周
辺
（
現
真

岡
市
）
の
仕
法
を
任
さ
れ
、
天
領
の
経
営
な
ど
成

果
を
挙
げ
る
。
二
宮
の
仕
法
は
他
の
農
村
の
規
範

と
な
っ
た
。

堰とは、水をせき止める目的で設置される構造物
である。せき止めることで上流部に水を貯留した
り、用水路へ水を流したりするもの

か
ん
が
い

か
ん
が
い

二
宮
尊
徳
　
青
木
堰
設
計
図

現在の青木堰

農業用水
稲作、畑作、畜産に使われる農業用水は、人々の食生
活を支えるもので、飲み水と同じように重要でなもの
である。日本の水の総使用量 834 億トンに対し農業用
水は 549 億トンで 65.8％を占めている。

身近な食料と水の使用量
日本で 1キロの米を生産するには 3600 倍の 3.6 トンの
水が必要と算定されている。とうもろこしは 1900 倍、
小麦は 2000 倍、大豆は 2500 倍、鶏肉は 4500 倍、牛
肉は 20000 倍以上の水資源が必要と算定されている。

農業は、降雨を有効に利用し、不足分を農業用水によ
る灌漑で補っている。農業用水のうち、実際に消費さ
れる水量は、蒸発散分だけで使用量全体の約 1～ 2割
に過ぎず、約 6～ 7割は使用後に川へ戻り、約 1～ 2
割は地下水になり、下流の都市や農地で再利用されて
いる。
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平成17年12月31日現在
（工業統計調査）

茨城県内各市の工業

ベスト５

１.日立市

２.古河市

３.筑西市

４.水戸市

５.桜川市

508戸

469戸

430戸

318戸

276戸

事業所数

産業分類別事業所数

桜川市

総数

窯業・土石

金属製品

一般機械

その他

276戸

18業種

159戸

 17戸

 13戸

  　　8戸以下

年間商品販売額

ベスト５

１.水戸市

２.つくば市

３.土浦市

４.日立市

５.ひたちなか市

28.桜川市

152,014,124 円

77,781,208

57,427,291

38,935,156

35,890,921

5,335,946

（平成19年商業統計）

■
工
業

　

市
内
の
産
業
分
類
別
事
業
所
数
の
約
六
○
パ
ー

セ
ン
ト
が
、
窯
業
・
土
石
に
関
わ
る
も
の
で
、
市

内
の
至
る
と
こ
ろ
に
石
材
加
工
場
が
み
ら
れ
る
。

主
な
用
途
は
建
築
・
墓
石
・
灯
篭
・
庭
石
な
ど
で

あ
る
。

　

茨
城
県
の
石
材
加
工
業
の
出
荷
額
は
全
国
第
一

位
で
あ
る
。
石
の
採
掘
は
一
八
九
七
（
明
治
三
○
）

年
頃
よ
り
始
め
ら
れ
た
。
戦
前
ま
で
の
羽
黒
駅
周

辺
は
、「
ノ
ミ
」
の
音
に
明
け
「
ノ
ミ
」
の
音
で
日

が
暮
れ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
大
変
な
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
外
国
産
石
材
が
安
価
な
た
め
、

輸
入
・
加
工
・
販
売
を
行
う
業
者
が
増
え
て
い
る
。

■
商
業

　

旧
岩
瀬
町
・
旧
真
壁
町
の
中
心
部
に
は
、
往
時

の
様
子
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
商
店
街
が
ま
だ

残
っ
て
い
る
。
旧
大
和
村
の
商
店
街
は
、
筑
波
鉄

道
の
廃
線
、
雨
引
観
音
の
車
利
用
に
よ
り
、
衰
退

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
残
る
二
つ
の
商
店
街
も
、

空
店
舗
・
空
地
が
目
立
つ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。

　

一
方
、
旧
岩
瀬
町
を
東
西
に
走
る
国
道
５
０
号

バ
イ
パ
ス
や
旧
真
壁
町
を
東
西
・
南
北
に
走
る
県

道
沿
い
に
は
、
ス
ー
パ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
農
機

具
販
売
店
・
車
販
売
店
・
石
材
加
工
販
売
店
・
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
が
建
ち
並
び
、
ど
こ
の
都

市
に
も
あ
る
典
型
的
な
郊
外
型
の
商
業
エ
リ
ア
を

形
成
し
て
い
る
。

国
道
５
０
号
バ
イ
パ
ス

採
掘
場
（
丁
場
）

加
工
場

岩
瀬
地
区
内



岩瀬駅

羽黒駅
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土
木
構
造
物
（
鉄
道
・
道
路
他
）

市街化区域

北関東自動車道

主要道路

河川・水路
池・沼

ＪＲ水戸線

岩瀬駅
羽黒駅

大和駅

桜川筑西ＩＣ

笠間西ＩＣ

国道５０号

岩瀬

大和

真壁

主要地方道つくば・益子線

県道真岡・岩瀬線

県道岩瀬・二宮線

県道東山田・岩瀬線

県道荻島・真壁線

県道横塚・真壁線

主要地方道石岡・筑西線

県道日岡・真壁線

主要地方道つくば・益子線

県道西小塙・真岡線

県道富谷・稲田線

県道西小塙・石岡線

県道桜川・土浦線
（りんりんロード）

ＪＲ水戸線
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県
道
横
塚
・
真
壁
線

北
関
東
自
動
車
道

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

桜
川
市
総
合
運
動
公
園

塙
世
橋

Ｊ
Ｒ
水
戸
線

石
匠
の
道

国
道
5
0
号

県
道
つ
く
ば
・
益
子
線

石
匠
の
道



58

　

主
要
な
幹
線
道
路
の
う
ち
、
北
関
東
自
動
車
道
・

旧
国
道
5
0
号
・
5
0
号
バ
イ
パ
ス
が
岩
瀬
地
区

の
盆
地
内
を
東
西
に
横
断
し
て
い
る
。
他
の
主
要

な
県
道
は
、
真
壁
地
区
を
中
心
に
放
射
状
に
走
っ

て
い
る
。
中
で
も
県
道
つ
く
ば
益
子
線
は
市
内
を

南
北
に
縦
断
し
、山
並
み
に
沿
っ
て
走
る
。
市
道
は
、

各
集
落
を
網
の
目
状
に
つ
な
ぎ
、
生
活
道
路
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
桜
川
と
県
道
つ
く

ば
益
子
線
の
間
に
並
行
し
て
走
る
農
道
は
、
直
線

区
間
が
長
く
信
号
が
少
な
い
た
め
に
、
通
勤
路
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

山
地
が
市
域
の
多
く
を
占
め
る
た
め
、
市
内
を

走
る
主
要
な
道
路
は
、
地
形
の
制
約
を
受
け
た
位

置
に
あ
る
。
地
形
の
影
響
の
少
な
い
北
関
東
自
動

車
道
は
、
隣
接
市
町
村
を
含
め
て
三
か
所
の
ト
ン

ネ
ル
の
抜
け
出
た
二
か
所
で
、
岩
瀬
と
羽
黒
の
盆

地
に
道
路
を
表
す
。
栃
木
県
側
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
た
、
下
泉
・
本
郷
の
あ
た
り
の
右
手
に
筑
波
山
、

正
面
に
加
波
山
、
左
手
に
富
谷
山
を
一
望
で
き
る

パ
ノ
ラ
マ
景
観
が
広
が
り
、
こ
の
景
観
は
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
良
い
景
観
と
し
て
多
く
の
回
答

が
あ
っ
た
。

■
道
路

（
北
関
東
自
動
車
道
・
国
道
・
県
道
・
市
道
）

ブ
ー
ム
も
あ
り
、
休
日
に
は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
た

く
さ
ん
訪
れ
て
い
る
。

公
共
交
通

　

鉄
道
は
、
市
の
北
部
を
東
西
に
通
る
Ｊ
Ｒ
水
戸

線
が
あ
り
、
市
内
に
は
羽
黒
駅
・
岩
瀬
駅
・
大
和

駅
の
三
駅
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
乗
降
客
数
が
最

も
多
い
の
は
岩
瀬
駅
で
、
二
○
○
四
（
平
成
一
六
）

年
か
ら
二
○
○
八
（
平
成
二
○
）
年
に
か
け
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
、
駅
前
の
環
境
整
備

が
行
わ
れ
た
。

　

路
線
バ
ス
は
、
旧
真
壁
駅
か
ら
旧
筑
波
駅
、
土

浦
駅
に
向
か
う
路
線
が
運
行
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

二
○
○
八
（
平
成
二
○
）
年
三
月
に
は
、
他
に
あ
っ

た
三
路
線
が
廃
止
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
二
○
○
八
（
平

成
二
○
）
年
四
月
か
ら
市
営
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
運
用
し
て
い
る
。

ハ
イ
キ
ン
グ
路
（
登
山
道
）

　

市
内
の
山
は
低
山
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
信
仰

の
山
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
筑
波
山
・
加
波
山
・

雨
引
山
・
富
谷
山
・
権
現
山
な
ど
に
は
登
山
道
が

あ
る
。
筑
波
山
か
ら
岩
瀬
地
区
方
面
に
縦
走
登
山

も
で
き
る
。
最
近
で
は
信
仰
の
た
め
の
登
山
は
少

な
い
が
、
桜
や
紅
葉
の
時
期
は
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
む
人
々
が
増
え
て
い
る
。

　

5
0
号
バ
イ
パ
ス
沿
道
に
は
、
大
型
の
商
業
施

設
や
飲
食
関
係
の
店
舗
な
ど
が
林
立
し
、
全
国
的

に
よ
く
見
ら
れ
る
典
型
的
な
郊
外
の
商
業
景
観
を

呈
し
て
い
る
。
同
様
に
県
道
つ
く
ば
益
子
線
・
石

岡
筑
西
線
沿
い
も
郊
外
の
商
業
景
観
を
も
つ
。

偶
然
の
山
ア
テ
道
路

　

山
ア
テ
道
路
と
は
、
山
に
向
か
っ
て
一
直
線
に

伸
び
る
道
路
を
言
い
、
景
観
を
深
く
印
象
付
け
る

効
果
が
あ
る
。
都
市
計
画
な
ど
で
は
意
図
的
に
道

路
を
山
に
向
け
た
計
画
を
す
る
場
合
が
あ
る
が
、

本
市
で
は
恣
意
的
で
は
な
い
偶
然
の
山
ア
テ
が
多

数
存
在
し
て
い
る
。

　

筑
波
山
・
加
波
山
・
富
谷
山
な
ど
市
内
に
は
形

や
特
徴
の
分
か
り
や
す
い
山
と
そ
れ
に
向
か
う
道

路
が
あ
る
。
岩
瀬
駅
前
の
道
路
か
ら
の
富
谷
山
。

大
国
・
鷲
宿
・
塙
世
地
区
か
ら
は
、
筑
波
山
・
加

波
山
な
ど
に
正
対
す
る
道
路
が
あ
る
。

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
（
桜
川
土
浦
自
転
車
道
）

　

旧
筑
波
鉄
道
の
廃
線
跡
を
自
転
車
道
と
し
て
県

が
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

全
長
約
四
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
一
部
車
道
と
化

す
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
線
が
車
と
並
走
す

る
こ
と
な
く
自
転
車
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

沿
道
に
は
旧
駅
跡
の
ホ
ー
ム
や
並
木
が
残
り
、
ト

イ
レ
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
昨
今
の
自
転
車
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岩
瀬
地
区
中
心
部

集
落
・
市
街
地

大
和
地
区
中
心
部

真
壁
地
区
中
心
部
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屋
並
み
・
ま
ち
並
み
・
歴
史
的
建
造
物
（
門
・
見
世
蔵
・
薬
医
門
・
土
蔵
・
町
家
な
ど
）
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生垣・石垣

屋敷・長屋門
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火
の
見
櫓

板
塀

破
風

棟
飾
り

水
鉢
　
　

漆
喰
で

飾
ら
れ
た

屋
根
や
壁

神
社
・
鎮
守
の
森
・
寺
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下小幡村

酒寄村

椎尾村

椎尾村

中村村

堀の内村 東山田村

田村
伊佐々村

塙世村

亀熊村

原方村

桜井村

白井村

源法寺村
細芝村

下谷貝村

上谷貝村 東矢貝村

上小幡村

東飯田村

大曽根村

本木村 猿田村

曽根村

松田村

友部村

西小塙村

加茂部村

上城村

青柳村

木植村
今泉村

阿部田村

羽田村

大国玉村

高久村

金敷村

長方村
中泉村

犬田村

岩瀬地区中心部

大和地区中心部

真壁地区中心部

本郷村
下泉村

西飯岡村

富岡村

鍬田村

久原村 富谷村
中里村

入野村

門毛村

南飯田村

間中村 平沢村

福崎村

小塩村

坂本村

大月村
稲村

山口村
池亀村

亀岡村

岩瀬村

飯淵村

大泉村

堤ノ上村

高森村

古
く
か
ら
の
集
落
が
神
社
と
対
で
存
在
し
て
い
る

凡例

北関東自動車道

明治20年陸軍測
量地図に示された村
（岩瀬地区は町史より抜粋）

旧村道

主要道路

河川・水路

池・沼

神社

寺

集
落

青木村

羽鳥道
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線状集落　左上：中泉・長方
　　　　　　左下：加茂部

主
な
集
落
形
態

島状集落　左：原方　右：阿部田

山麓集落　上：中里
　　　　　　下：北・表・上坪

田畑

集落

道路

田畑道路

山

田畑

集落 道路

田畑

集落

■
集
落

　

市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
集
落
遺
跡
が
存
在
し
、

古
く
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

　

一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年
の
陸
軍
測
量
図
を

見
て
も
、
市
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
集
落
が
存
在
し

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は
田
畑
耕
作
を
中
心
と
す
る

農
村
集
落
で
あ
る
が
、
岩
瀬
地
区
や
真
壁
地
区
に

は
定
期
市
が
立
ち
、
商
業
集
落
も
早
く
か
ら
成
立

し
て
い
る
。

　

鉄
道
や
新
た
な
道
路
の
整
備
が
進
む
と
、
駅
前

に
新
た
な
集
落
が
形
成
さ
れ
、
新
道
沿
い
に
商
店

が
進
出
す
る
な
ど
、
新
た
な
形
態
の
集
落
が
登
場

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
中
心
も
そ
う
し
た
地
区

へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
石
材
業
が
代
表
的
な
地
場

産
業
と
し
て
確
立
す
る
と
、
そ
の
傾
向
は
一
層
顕

著
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
東
京
近
郊
の
よ
う
な
大
規
模
な
開
発

や
急
激
な
都
市
化
の
波
を
ま
ぬ
が
れ
た
た
め
、
古

く
か
ら
の
集
落
形
態
や
、
地
域
の
伝
統
的
な
建
物
・

屋
敷
構
え
が
現
在
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

貴
重
な
歴
史
的
資
産
と
し
て
、
そ
の
評
価
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

地
域
が
全
体
と
し
て
豊
か
で
あ
っ
た
た
め
、
農

家
は
大
き
な
屋
敷
に
長
屋
門
を
構
え
、
周
囲
に
石
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垣
を
め
ぐ
ら
す
も
の
も
目
立
つ
。
商
家
は
通
り
に

見
世
蔵
や
町
家
を
開
き
、
防
火
も
兼
ね
て
土
蔵
を

建
て
る
。
大
き
な
商
家
に
は
薬
医
門
や
塀
を
廻
す

も
の
も
あ
り
、
真
壁
地
区
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

■
市
街
地

岩
瀬
地
区
中
心
部

　

岩
瀬
地
区
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

笠
間
・
石
岡
方
面
か
ら
入
る
羽
黒
宿
、
下
館
・
益

子
方
面
か
ら
入
る
富
谷
宿
な
ど
が
町
場
と
し
て
栄

え
た
が
、
岩
瀬
駅
の
完
成
と
５
０
号
バ
イ
パ
ス
の

整
備
に
よ
っ
て
中
心
が
移
っ
た
た
め
、
各
地
区
に

時
代
の
特
徴
を
反
映
し
た
建
物
や
景
観
が
存
在
し

て
い
る
。

　

羽
黒
宿
は
街
道
沿
い
に
展
開
す
る
宿
の
雰
囲
気

を
よ
く
表
し
て
お
り
、
地
区
の
特
徴
と
な
る
よ
う

な
伝
統
的
な
建
物
も
少
な
く
な
い
。
岩
瀬
駅
前
に

は
町
家
な
ど
の
伝
統
的
な
商
家
建
築
も
数
多
く

残
っ
て
い
る
が
、
道
路
が
次
々
と
北
側
に
開
か
れ
、

公
共
施
設
や
病
院
は
旧
国
道
５
０
号
沿
い
に
、
大

型
の
店
舗
や
事
業
所
は
５
０
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に

分
布
し
て
い
る
。

大
和
地
区
中
心
部

　

桜
川
を
挟
ん
で
西
に
大
国
玉
神
社
、
東
に
雨
引

山
楽
法
寺
と
い
う
主
要
な
社
寺
を
抱
え
る
が
、
農

業
以
外
で
栄
え
た
の
は
楽
法
寺
の
参
詣
客
で
賑

わ
っ
た
参
道
沿
い
の
集
落
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後

期
に
は
延
命
観
音
の
御
開
帳
や
板
東
三
三
観
音
霊

場
と
し
て
多
く
の
客
が
集
ま
り
、
参
道
沿
い
に
屋
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旧
真
壁
町
屋
敷
絵
図　

江
戸
時
代
後
期　

塚
本
清
家
蔵

敷
を
求
め
る
人
が
増
え
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
農

家
の
屋
敷
構
え
を
し
て
い
た
家
々
が
、
参
道
側
に

敷
地
の
口
を
開
き
、
見
世
を
設
け
て
商
売
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
自
動
車
用
の
参
道
が
整

備
さ
れ
た
た
め
、
参
詣
客
相
手
の
商
売
は
行
わ
れ

ず
、
再
び
落
ち
着
い
た
集
落
と
な
っ
て
い
る
。

真
壁
地
区
中
心
部

　

真
壁
地
区
の
中
心
部
は
、
中
世
に
は
真
壁
氏
の

城
下
町
と
し
て
、
近
世
に
は
笠
間
藩
の
陣
屋
町
で

あ
る
一
方
、
木
綿
市
を
中
心
と
す
る
流
通
経
済
の

拠
点
と
し
て
、
近
代
に
は
製
糸
業
、
さ
ら
に
石
材

の
積
み
出
し
基
地
と
し
て
の
役
割
を
加
え
て
、
一

貫
し
て
地
区
の
中
心
地
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

真
壁
の
特
徴
の
一
つ
は
、
中
世
城
下
町
と
近
世

陣
屋
町
の
遺
構
を
残
す
町
割
り
で
あ
り
、
広
い
道

幅
も
木
綿
市
を
中
心
と
す
る
市
町
と
し
て
の
名
残

を
現
在
に
伝
え
て
い
る
。
元
禄
時
代
に
は
定
期
市

だ
け
で
も
月
に
一
二
回
、
年
間
一
万
両
を
稼
ぎ
出

し
て
い
た
。
造
り
酒
屋
も
二
四
軒
で
六
千
石
以
上

を
醸
造
し
、
現
在
ま
で
続
く
酒
造
業
者
も
残
っ
て

い
る
。

　

明
治
時
代
に
入
る
と
真
壁
銀
行
な
ど
の
資
本
が

整
備
さ
れ
、
製
糸
業
の
興
隆
も
あ
っ
て
、
真
壁
の

中
心
と
な
る
御
陣
屋
前
通
り
に
は
呉
服
太
物
商
が

　

軒
を
連
ね
た
。
見
世
蔵
や
土
蔵
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、
藩
に
よ
る
建
築
規

制
が
外
れ
、
商
家
が
次
々
と
薬
医
門
を
建
設
す
る
。

　

大
正
時
代
に
は
筑
波
鉄
道
が
開
通
し
て
真
壁
駅

が
開
業
、
出
し
桁
の
目
立
つ
二
階
建
て
の
町
家
が

普
及
す
る
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
昭
和
初
期
に
か

け
て
洋
風
建
築
な
ど
も
建
設
さ
れ
、
真
壁
の
も
う

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
多
様
性
に
富
ん
だ
ま
ち
並
み

は
、
こ
の
頃
に
基
礎
が
で
き
上
が
っ
た
。
そ
の
後

も
時
代
の
特
徴
を
示
す
建
物
が
少
し
ず
つ
入
り
混

じ
り
、
現
在
の
真
壁
の
ま
ち
並
み
が
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

店
舗
と
し
て
の
営
業
は
減
少
し
て
住
宅
地
と
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
多
く
の
伝
統
的
建
造
物
が
残
さ

れ
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
な
ど
、
観
光
的
な
盛
り

上
が
り
も
見
せ
て
い
る
。
二
○
一
○（
平
成
二
二
）

年
六
月
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
。

　

伝
統
的
な
景
観
は
、
接
続
す
る
集
落
に
も
特
徴

を
変
え
て
展
開
し
、
北
側
の
桜
井
地
区
に
は
製
糸

産
業
に
関
連
す
る
建
物
や
景
観
が
非
常
に
よ
く
残

る
と
と
も
に
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
農
家
の
屋

敷
構
え
が
塊
状
に
連
続
す
る
美
し
い
景
観
も
隣
接

し
て
い
る
。
南
側
の
鍋
屋
地
区
に
は
釣
鐘
を
つ
く

る
鋳
造
所
と
酒
の
醸
造
所
が
隣
り
合
い
、
や
は
り

伝
統
的
な
景
観
を
現
在
も
維
持
し
て
い
る
。

　

町
場
で
あ
り
な
が
ら
、
大
き
な
樹
木
や
様
々
な

植
物
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
、
暖
か
み
の
あ
る
景

観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

つ
り
が
ね
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社
会
景
観

　

わ
た
し
た
ち
は
、
生
活
を
支
え
る
た
め
に
産
業
・

都
市
を
形
成
し
て
き
た
。
ま
た
、集
落
・
都
市
・
地
方
・

地
域
な
ど
の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
こ
と
や
、
人
・

物
が
行
き
交
う
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
国

家
を
形
成
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
人
工
物
は
、
す

べ
て
自
然
資
源
を
加
工
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、

か
つ
そ
れ
ら
は
、
自
然
の
領
域
を
占
有
し
て
存
在

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
工
物
が
大
量
に
生
み
出

さ
れ
れ
ば
、
木
材
や
石
油
の
よ
う
に
自
然
資
源
は

消
費
さ
れ
減
少
す
る
。
ま
た
、
人
工
物
が
大
き
く

な
れ
ば
、
森
が
な
く
な
り
地
形
が
変
わ
る
よ
う
に
、

自
然
環
境
を
減
ら
し
て
い
く
。
人
工
物
と
自
然
の

関
係
は
、
地
球
と
い
う
一
定
面
積
の
器
の
中
で
対

峙
し
た
関
係
に
あ
る
。　

　

特
に
社
会
景
観
を
形
成
す
る
景
観
要
素
は
比
較

的
大
き
な
も
の
が
多
く
、
自
然
景
観
の
中
で
目
立

つ
事
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
景
観
的
な
存
在
感
を

軽
減
す
る
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
基
本
的
な
視
点
は
、
自
然

は
無
限
で
は
な
く
有
限
で
あ
り
、
今
ま
で
の
価
値

感
「
自
然
は
い
く
ら
で
も
あ
る
」
と
い
う
考
え
は
、

　　

人
工
的
な
景
観
形
成
の
視
点

も
は
や
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
改
め
て
人
工
物

の
景
観
的
あ
り
方
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

■
土
木
構
造
物

　

ダ
ム
・
道
路
・
港
湾
・
空
港
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
土
木
構
造
物
は
、
人
口
が
増
え
れ
ば
必
然
的
に

整
備
が
拡
大
す
る
。
ま
た
、
経
済
が
好
調
で
あ
っ

て
も
拡
大
し
、
自
然
と
の
対
峙
関
係
が
大
き
く
な

る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
人

口
が
減
り
、
産
業
が
衰
退
す
る
と
不
用
な
物
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
は
、
人
口
や
経
済
の
状
況
に

よ
っ
て
、
景
観
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、

作
る
時
も
撤
去
す
る
時
も
景
観
へ
の
十
分
な
配
慮

が
必
要
と
な
る
。

　

そ
れ
ら
の
形
状
は
、
道
路
や
鉄
道
の
よ
う
に
線

的
な
形
状
の
も
の
と
港
湾
や
空
港
の
よ
う
に
広
い

敷
地
を
も
つ
面
的
な
形
状
と
に
分
け
ら
れ
る
。

道
路
（
線
的
形
状
）

　

道
路
の
景
観
要
素
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
一
つ
は
、
車
道
・
歩
道
な
ど
の
道
路
本
体
そ

の
も
の
を
構
成
す
る
景
観
要
素
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
特
に
線
形
（
ル
ー
ト
）
が
景
観
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
山
を
通
る

場
合
や
川
を
越
え
る
時
、
そ
の
場
所
の
自
然
を
分

　
　

断
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
同
様
に
農
地
を
斜
め
に

横
断
し
た
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
分
断
し
た

り
し
て
し
ま
う
事
が
あ
る
。

　

線
形
に
よ
っ
て
、
自
然
や
生
活
空
間
の
改
変
を

と
も
な
う
た
め
に
、
従
前
と
は
違
う
景
観
を
生
む

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、線
形
の
選
択（
計
画
）に
よ
っ

て
は
、
道
路
本
体
を
支
え
る
ト
ン
ネ
ル
や
橋
な
ど

の
作
り
物
が
増
え
て
し
ま
う
。
線
形
の
判
断
に
よ
っ

て
、
景
観
へ
の
改
変
度
合
い
が
違
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、
道
路
景
観
の
良
し
悪
し
を
決
め
る
大
き
な

要
因
は
、
計
画
段
階
の
景
観
検
討
に
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
道
路
本
体
を
支
え
る
構
造
物
で
あ

る
。
そ
の
主
な
景
観
構
成
要
素
と
し
て
、
山
間
を

通
る
時
に
出
て
く
る
山
の
開
削
（
切
り
土
）
や
埋

め
立
て
（
盛
り
土
）・
ト
ン
ネ
ル
・
擁
壁
・
橋
梁
な

ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
構
造
形
式
の
選
択
に
よ
っ
て
、
景

観
へ
の
影
響
度
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
。
た
と
え

ば
、
橋
梁
で
は
構
造
が
地
上
に
大
き
く
出
な
い
桁

形
状
の
橋
は
、
斜
張
橋
の
よ
う
に
地
上
に
高
く
柱

（
主
塔
）
が
飛
び
出
す
構
造
の
橋
よ
り
目
立
た
な
い

よ
う
に
、
構
造
形
式
の
違
い
で
景
観
の
見
え
方
が

大
き
く
変
わ
る
。
ま
た
、
色
彩
や
素
材
に
よ
っ
て

も
景
観
上
の
見
え
方
が
異
な
る
の
で
、
計
画
・
設

計
段
階
で
の
景
観
的
判
断
が
大
変
重
要
に
な
る
。
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可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
細
部
に
ま
で
配
慮

し
た
デ
ザ
イ
ン
検
討
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

大
規
模
開
発
地
（
面
的
形
状
）

　
一
般
的
に
広
い
面
積
を
必
要
と
す
る
開
発
は
、

必
ず
自
然
的
要
素
を
壊
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
主

な
要
素
と
し
て
は
、
地
形
の
傾
斜
・
起
伏
と
樹
木

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
工
業
団
地
・

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
基
本
的

に
広
く
平
ら
な
土
地
を
必
要
と
す
る
た
め
に
、
地

形
を
平
ら
に
な
ら
し
、樹
木
は
伐
採
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
上
に
施
設
や
駐
車
場
を
建
て
る
。

　

し
た
が
っ
て
多
く
の
土
を
動
か
し
、
樹
木
を
切

り
倒
す
た
め
、
必
然
的
に
自
然
景
観
や
既
存
市
街

地
へ
の
景
観
的
な
影
響
が
大
き
く
な
る
。

　

豊
か
な
自
然
景
観
を
魅
力
と
す
る
本
市
に
お
い

て
は
、
自
然
景
観
を
損
な
う
可
能
性
が
高
い
。
特

に
背
後
の
山
並
み
へ
の
眺
望
を
遮
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、
特
に
大
き
な
市
街
地
が
な
い
本
市
の

場
合
、
施
設
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
施
設
が
大
き

く
目
立
ち
「
施
設
が
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
い
っ

た
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

本
市
に
お
い
て
大
規
模
開
発
を
行
う
場
合
は
、

自
然
景
観
・
既
成
市
街
地
な
ど
に
留
意
し
景
観
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な
る
。

 

　

本
市
は
、
市
域
の
ほ
と
ん
ど
を
自
然
的
景
観
が

占
め
る
。
ま
た
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
山
々
・

森
な
ど
自
然
豊
か
な
景
観
が
、
土
木
構
造
物
の
基

本
的
な
背
景
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
土
地
に
立
地

す
る
場
合
の
土
木
構
造
物
は
、
背
景
の
自
然
を
主

と
考
え
た
景
観
形
成
が
地
域
特
性
を
生
か
す
こ
と

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
な
条
件
が
な
い
場

合
は
、
な
る
べ
く
構
造
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
抑
え

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

三
つ
目
は
、
道
路
交
通
を
管
理
・
制
御
す
る
道

路
標
識
・
信
号
機
・
街
路
灯
・
街
路
樹
な
ど
の
付

帯
施
設
類
が
あ
る
。
ま
た
道
路
に
は
、
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
電
線
・
電
柱
類
の
施
設
も
存
在
す
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
交
通
量
や
人
口
の
密
集
度
合
い
に

応
じ
て
存
在
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
や
市
街
地
内

の
道
路
に
多
数
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
大
勢
の

人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

付
帯
物
類
は
、
土
木
構
造
物
に
比
べ
て
大
き
さ

が
小
さ
い
た
め
、
広
く
大
き
な
眺
望
景
観
の
中
で

は
目
立
た
な
い
。
し
か
し
、
市
街
地
な
ど
の
生
活

空
間
に
あ
り
、
日
常
的
に
近
く
で
目
に
す
る
こ
と

が
多
い
た
め
に
生
活
景
観
へ
の
影
響
が
小
さ
く
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
生
活
景
観
に
占
め
る
主
要
な

景
観
要
素
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
色
や
形

で
、
場
所
の
性
格
や
雰
囲
気
を
形
成
す
る
こ
と
が

　
　

■
眺
望
景
観
を
生
か
す

　

市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
場
所
か
ら
、
筑
波
山
塊
の

山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
山
々
を
望
む
景
観

は
市
民
の
故
郷
意
識
を
育
ん
で
い
る
と
同
時
に
、

来
訪
者
に
対
し
て
も
場
所
の
認
識
や
眺
望
の
楽
し

み
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
恵
ま
れ
た
眺
望
景
観
を

生
か
す
た
め
に
は
、
大
規
模
開
発
を
行
う
際
に
眺

望
を
確
保
す
る
こ
と
を
設
計
条
件
に
積
極
的
に
組

み
込
む
事
で
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上

で
、
建
造
物
・
看
板
・
標
識
・
電
柱
・
電
線
類
な

ど
が
眺
望
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
規
模
・
配
置
・
形

な
ど
細
や
か
な
配
慮
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■
土
木
構
造
物
を
再
生
す
る

　

市
内
に
は
、
関
東
鉄
道
筑
波
線
の
廃
線
後
の
駅

お
よ
び
軌
道
用
地
を
再
利
用
し
た
自
転
車
道
「
つ

く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
が
あ
る
。
ま
た
、
真
壁

城
址
跡
を
復
元
し
史
跡
を
生
か
し
た
公
園
と
し
て

再
生
を
試
み
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
試
み
は
、
本
市
の
歴
史
的
価
値
や
固

有
性
を
継
承
し
、
親
か
ら
子
へ
と
記
憶
の
絆
を
つ

な
ぐ
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献
す

る
。
昔
見
て
い
た
記
憶
の
景
観
は
、
な
つ
か
し
さ

や
郷
愁
を
生
み
、
昔
を
想
像
す
る
喜
び
を
得
る
こ

と
や
、
知
ら
な
い
人
に
伝
え
る
楽
し
み
を
得
る
こ

　

さ
え
ぎ



70

と
が
で
き
る
。

　

歴
史
は
、
消
え
去
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
土

地
で
行
わ
れ
た
新
陳
代
謝
に
過
ぎ
ず
、
記
憶
の
景

観
（
手
が
か
り
）
を
残
す
こ
と
で
、
今
に
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
る
。

　

土
木
構
造
物
な
ど
の
公
共
の
施
設
は
、
時
代
の

流
れ
で
役
目
を
終
え
る
こ
と
が
あ
る
。
な
く
し
て

し
ま
う
前
に
、
記
憶
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
の

保
全
や
再
活
用
を
考
え
る
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ

て
共
有
の
記
憶
景
観
、
な
つ
か
し
さ
と
い
う
心
の

財
産
を
受
け
継
ぐ
、
大
切
な
景
観
で
あ
る
こ
と
を

認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■
事
前
の
チ
ェ
ッ
ク
が
重
要

　

景
観
の
良
し
悪
し
を
大
き
く
左
右
す
る
土
木
構

造
物
や
大
規
模
開
発
は
、
で
き
る
だ
け
、
事
業
の

企
画
・
計
画
段
階
な
ど
の
工
事
着
手
以
前
の
段
階

で
十
分
な
景
観
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
大
き
な
景

観
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現

実
の
多
く
は
、
工
事
半
ば
に
な
っ
て
、
景
観
的
な

対
応
を
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
事
業
者
の

意
識
改
革
や
、
早
い
段
階
で
の
市
民
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
、
プ
ロ
セ
ス
上
の
改
善
も
重
要
な
視
点
で
あ

る
。

　

 

■
産
業
景
観
の
保
全

　

産
業
は
、
直
接
的
に
経
済
の
影
響
を
受
け
や
す

い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
経
済
が
好
調
な
時
は
事

業
が
拡
張
し
、
反
対
に
不
調
な
時
は
事
業
が
縮
小

す
る
こ
と
に
な
る
。
景
観
的
な
見
方
で
言
え
ば
、

好
調
時
は
い
つ
の
間
に
か
大
き
な
建
物
が
現
れ
、

代
わ
り
に
森
が
な
く
り
、
不
調
時
は
い
つ
の
ま
に

か
人
が
い
な
く
な
り
、
廃
き
ょ
や
荒
地
に
な
っ
た

り
と
景
観
へ
の
悪
影
響
が
で
る
。
良
い
景
観
を
保

つ
た
め
に
は
、　

好
調
時
で
も
不
調
時
で
も
周
囲
へ

の
景
観
的
な
配
慮
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

農
業

　

山
地
部
を
除
い
た
市
域
の
主
な
土
地
利
用
は
、

田
畑
が
約
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
内
訳
は
田
約
五
五

パ
ー
セ
ン
ト
・ 

畑
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
、

そ
れ
ら
の
景
色
が
基
本
的
な
景
観
を
か
た
ち
づ

く
っ
て
い
る
。

　

大
空
と
ひ
と
つ
な
が
り
の
広
々
と
し
た
景
観
を

提
供
し
て
く
れ
る
水
田
、
う
ね
り
の
あ
る
土
地
に

展
開
す
る
畑
、
そ
の
お
お
ら
か
な
景
観
の
中
に
点

在
す
る
屋
敷
・
鎮
守
の
森
・
景
観
木
・
耕
地
の
境

界
を
示
す
灌
木
・
石
塔
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
地
域

性
の
あ
る
景
観
要
素
が
存
在
す
る
。

　

そ
の
中
心
と
な
る
田
園
景
観
は
、
五
月
の
代
掻

き
時
期
に
は
、
湖
の
ご
と
く
一
面
が
水
鏡
と
し
て
、

　

朝
日
・
夕
日
・
空
・
雲
・
山
々
な
ど
を
写
し
こ
む
。

夏
に
向
か
う
中
で
、
稲
が
青
々
と
生
長
す
る
姿
を

見
せ
、
ま
た
、
風
に
そ
よ
ぐ
音
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。
夏
に
な
る
と
稲
の
花
が
咲
き
、
成
長
か
ら

み
の
り
へ
の
変
化
が
訪
れ
る
。
そ
し
て
、
黄
金
色

に
輝
く
豊
穣
の
時
を
迎
え
る
。
そ
れ
ら
の
日
々
の

変
化
・
成
長
・
四
季
の
う
つ
ろ
い
は
繊
細
で
か
つ
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を
見
せ
て
く
れ
る
。
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
の
あ
る
景
観

で
あ
る
。

　

畑
も
同
様
に
、
土
の
に
お
い
立
つ
生
命
感
と
様
々

な
野
菜
が
織
り
な
す
変
化
と
実
り
の
豊
か
な
眺
め

に
よ
り
、
わ
た
し
た
ち
を
幸
福
な
気
分
に
さ
せ
て

く
れ
る
。
田
園
景
観
は
、
正
し
く
美
し
い
景
観
の

代
表
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
生
命
感
あ
ふ
れ
る
農
業
景
観
の
景

観
的
価
値
を
評
価
し
、
継
承
す
る
こ
と
で
し
っ
か

り
と
し
た
美
し
さ
の
あ
る
景
観
を
確
保
す
る
こ
と

は
最
も
大
切
な
視
点
で
あ
る
。

石
材
産
業

　

本
市
は
、
日
本
有
数
の
産
出
量
を
誇
る
石
材
産

業
の
町
で
あ
る
。
山
中
に
あ
る
採
石
場
は
大
き
く

岩
肌
が
露
出
し
た
露
天
掘
り
の
空
間
と
な
っ
て
い

る
。
か
つ
て
は
、
国
産
の
石
が
様
々
な
用
途
に
使

わ
れ
て
産
業
の
隆
盛
を
極
め
た
が
、
現
在
で
は
外

　

し
ろ
か
き
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国
産
の
石
材
が
安
価
な
た
め
、
国
産
材
の
使
わ
れ

る
量
が
減
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
採
石
場
は
市
内

平
野
部
か
ら
、
山
腹
に
白
く
穴
の
空
い
た
様
子
と

し
て
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
石
置
き
場
・

販
売
所
・
加
工
場
が
存
在
し
、
地
域
性
を
表
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
市
民
の
目
に
は
、
産
業
の
衰
退
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
の
景
観
要
素
が
良
い
イ
メ
ー
ジ
の

景
観
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
わ
た
し

た
ち
が
、
景
観
を
魅
力
的
と
感
じ
る
理
由
の
一
つ

は
、
生
き
生
き
と
し
た
様
子
、
生
命
感
が
見
え
る

こ
と
に
あ
る
。
生
命
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
元
気
の

な
い
景
観
は
、
良
い
景
観
と
し
て
感
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
往
年
の
活
力
は
失
っ
て
も
、
今
も
現

役
で
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
地
場
を
代
表
す

る
産
業
で
あ
る
。
こ
の
産
業
が
も
た
ら
す
地
域
景

観
は
、
他
都
市
に
は
な
い
、
本
市
の
地
域
的
価
値

を
示
す
特
徴
的
景
観
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
が
な

い
。
こ
の
景
観
特
性
を
生
か
す
こ
と
は
、
本
市
の

イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
左
右
す
る
ほ
ど
の
意
味
を
も

つ
。
石
材
産
業
の
景
観
に
対
し
、
明
確
な
景
観
的

価
値
を
位
置
づ
け
、
今
後
の
あ
り
方
を
十
分
に
検

　

討
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

商
業

　

市
街
地
の
中
心
に
あ
る
商
店
街
は
、
客
足
が
減

り
衰
退
傾
向
に
あ
る
。
か
つ
て
は
、
地
域
の
中
心

と
し
て
栄
え
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
景
観
を
呈
し
て
い

て
、
そ
の
光
景
を
し
っ
か
り
と
記
憶
し
て
い
る
市

民
も
多
い
。

　

本
市
に
限
ら
ず
中
心
商
店
街
の
活
性
化
は
都
市

の
課
題
で
あ
る
。
従
前
の
活
況
を
呈
し
て
い
た
こ

ろ
の
商
店
街
と
し
て
再
生
す
る
か
、
ま
た
は
別
の

用
途
、
た
と
え
ば
、
住
宅
地
に
変
え
る
と
い
う
よ

う
に
、
景
観
と
は
次
元
の
違
っ
た
大
き
な
問
題
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ち
の
中
心
部
、
い
わ
ゆ
る

主
役
的
な
部
分
を
景
観
的
視
点
か
ら
、
は
ず
す
こ

と
も
難
し
い
。

　

ま
ち
の
将
来
的
な
方
向
性
を
市
民
と
と
も
に
十

分
に
考
え
、
そ
の
将
来
像
を
想
像
し
、
構
築
す
る

こ
と
も
景
観
が
担
う
大
き
な
役
割
で
も
あ
る
。
ま

ち
の
あ
り
方
の
検
討
の
中
で
、
景
観
の
検
討
も
十

分
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

看
板
・
屋
外
広
告
物

　

商
業
が
集
積
し
て
い
る
中
心
市
街
地
や
、
国
道
・

主
要
地
方
道
沿
道
に
看
板
・
屋
外
広
告
物
な
ど
が

存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
競
合
し
目
立
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
中
心
市
街
地
内
で
は
、
老
朽
化
し
た
も

ｄ

の
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、歴
史
的
な
地
区
で
は
、

建
物
と
調
和
の
と
れ
て
い
な
い
新
し
い
看
板
な
ど

が
目
立
つ
。  

幹
線
道
路
沿
い
で
は
、
車
か
ら
の
視

認
に
対
応
す
る
た
め
に
、
大
き
な
看
板
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
派
手
な
配
色
に
彩
ら
れ
、
秩

序
感
の
な
い
落
ち
着
か
な
い
印
象
を
呈
し
て
い
る
。

　

市
街
地
を
は
ず
れ
た
場
所
に
は
、
野
立
て
の
看

板
や
旗
が
存
在
し
、
自
然
景
観
を
阻
害
し
て
い
る

場
合
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
見
受
け
ら
れ
る
。

　

歴
史
・
自
然
的
景
観
と
こ
の
商
業
景
観
を
演
出

す
る
工
作
物
と
の
対
峙
は
、
景
観
の
大
き
な
問
題

で
も
あ
る
。
静
寂
・
落
ち
着
き
を
求
め
る
歴
史
・

自
然
的
景
観
に
対
し
、
商
業
景
観
は
に
ぎ
わ
い
を

求
め
る
。
看
板
や
広
告
物
は
機
能
的
に
必
要
な
も

の
な
の
で
、
な
く
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
の

対
処
方
法
と
し
て
は
、
場
所
に
合
っ
た
配
置
・
色
彩
・

形
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
幸
い
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
地
域
景
観
を
大
き

く
乱
す
看
板
類
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
ま
ち
を

よ
り
美
し
く
す
る
方
向
へ
導
く
た
め
に
は
、
看
板

や
広
告
物
に
対
す
る
細
や
か
な
ル
ー
ル
化
が
必
要

と
な
る
。
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■
田
園
・
集
落
・
市
街
地

　

本
市
の
景
観
の
ほ
と
ん
ど
は
、
山
並
み
と
田
園

景
観
が
占
め
る
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

も
、
市
民
が
誇
れ
る
美
し
い
景
観
と
し
て
、
そ
れ

ら
の
自
然
的
景
観
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
自
然
的

景
観
に
対
峙
す
る
関
係
に
あ
る
の
が
集
落
や
市
街

地
の
景
観
で
あ
る
。
市
民
が
認
め
て
い
る
自
然
的

な
景
観
を
守
る
た
め
に
は
、
集
落
や
市
街
地
の
無

秩
序
な
拡
大
（
ス
プ
ロ
ー
ル
化
）
や
分
散
を
避
け

る
必
要
が
あ
る
。
最
も
都
市
化
し
た
東
京
で
も
、

美
し
い
と
称
さ
れ
る
場
所
に
は
、
必
ず
森
・
河
川
・

公
園
な
ど
の
自
然
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
、
わ

た
し
た
ち
は
、
人
工
的
な
景
観
だ
け
で
は
な
く
、

自
然
と
共
存
す
る
景
観
の
方
が
、
良
い
景
観
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
と
人
工
の
共
存
の
た

め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
都
市
計
画
に
お
け
る
線

引
き
・
用
途
地
域
の
区
分
に
よ
る
力
が
大
き
い
が
、

大
切
な
景
観
へ
の
眺
望
を
保
全
し
た
り
す
る
場
合

は
、
景
観
面
か
ら
も
視
覚
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

集
落

　

本
市
の
大
半
を
占
め
る
農
村
景
観
は
、
耕
地
と

　
　

農
業
に
携
わ
る
市
民
が
住
む
集
落
が
一
つ
の
ま
と

ま
り
を
も
っ
た
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
ま

と
ま
り
は
、
桜
川
の
水
を
引
き
込
み
、
地
を
耕
し
、

作
業
を
効
率
的
に
行
え
る
複
数
の
農
家
を
一
つ
の

単
位
と
し
、
桜
川
の
上
流
部
か
ら
下
流
部
ま
で
、

連
続
的
に
存
在
し
て
い
る
。

　

地
形
と
水
の
流
れ
に
沿
っ
た
集
落
は
、
こ
の
土

地
に
根
付
い
た
生
活
の
根
源
的
な
形
を
見
せ
て
い

る
。
市
内
に
は
、
こ
の
よ
う
な
集
落
が
古
代
か
ら

た
く
さ
ん
存
在
し
、
農
村
景
観
の
原
形
と
し
て
、

歴
史
的
に
貴
重
な
景
観
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。

　

そ
の
景
観
を
構
成
す
る
も
の
は
、
集
落
の
配
置
・

集
住
形
態
、
屋
敷
の
母
屋
・
倉
・
庭
・
庭
木
・
屋

敷
林
な
ど
の
た
た
ず
ま
い
、
ま
た
、
屋
敷
の
格
を

示
す
長
屋
門
・
高
生
垣
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
ご
と
に
表
情
を
変
え
、
個
性
的
で

あ
り
な
が
ら
も
統
一
感
の
あ
る
景
観
を
醸
し
出
し

て
い
る
。

　

本
市
の
景
観
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
耕
地
を
含

め
た
集
落
景
観
は
、
農
村
部
の
市
民
の
歴
史
的
な

永
い
営
み
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
市
街

地
の
伝
統
的
建
造
物
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
豊

か
で
歴
史
の
あ
る
集
落
景
観
に
着
目
し
た
景
観
形

成
を
図
る
こ
と
は
、
市
の
基
本
的
か
つ
重
要
な
景

観
を
守
る
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

生
活
景
観

■
建
造
物

　

真
壁
地
区
は
、
戦
国
時
代
に
真
壁
氏
の
城
下
町

と
し
て
形
成
さ
れ
、
町
割
り
が
江
戸
時
代
初
期
に

完
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
地
方
の
中
心
地

と
し
て
栄
え
、
市
街
地
を
中
心
に
多
数
の
歴
史
的

建
造
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
一
○
四

棟
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
さ
ら

に
中
心
部
の
十
七
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
二
○
一

○（
平
成
二
二
）
年
六
月
に
は
国
か
ら
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け
た
。
こ
れ
ら

は
、
歴
史
的
な
景
観
形
成
の
中
心
的
役
割
を
担
う

存
在
と
し
て
、
捉
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
的
価
値
を
有
す
る
建
造
物
は
、

そ
の
価
値
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
、
原
形
に
忠
実
な
保
全
や
修
復
が
基
本
と

な
る
。 

評
価
の
低
い
景
観
資
源
に
着
目

　

真
壁
地
区
に
存
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
以
外
に

も
、
市
内
の
各
地
域
に
お
い
て
歴
史
的
価
値
を
有

す
る
建
造
物
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
旧
村
道
と
集
落
配
置
・
農

家
建
築
・
各
集
落
に
残
る
城
館
跡
・
町
中
の
屋
敷

や
蔵
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
他
に
も
知
ら
れ
て
い
な

い
貴
重
な
資
源
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
常

に
発
見
と
評
価
を
心
が
け
、
地
域
の
歴
史
的
景
観
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り
前
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
新
旧
建
造
物
の
混
在
が

な
い
ま
ち
は
な
い
。　

　

景
観
形
成
の
主
要
な
課
題
の
一
つ
が
、
新
旧
の

建
造
物
の
調
和
の
図
り
方
に
あ
る
。
多
く
の
場
合

は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
歴
史
的
建
造
物
の
保
全

の
重
点
化
が
図
ら
れ
、
そ
の
地
区
内
の
新
し
い
建

物
は
、
歴
史
的
表
情
を
ま
と
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
通
常
よ
り
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
負

担
を
強
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
外
の
建
造
物

も
極
端
に
自
由
な
表
情
を
ま
と
う
こ
と
を
し
に
く

い
。
こ
の
点
を
十
分
に
考
慮
し
、
調
和
の
レ
ベ
ル
・

内
容
・
方
法
・
運
用
な
ど
を
十
分
に
配
慮
し
た
無

理
の
な
い
景
観
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

歴
史
的
価
値
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
暮
ら
し
に

く
い
ま
ち
に
な
っ
て
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
必
ず

生
活
と
の
両
立
を
図
り
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

廃
屋

　

市
内
に
は
、
廃
業
店
舗
や
、
住
み
手
の
な
い
廃

屋
が
存
在
し
、近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

放
置
さ
れ
次
第
に
老
朽
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
景

観
的
に
良
く
な
い
ば
か
り
か
、
防
犯
上
の
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
注
視
し
、
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
活
用
す
べ
き
か
、
ま
た
は
、
壊
す
べ

　

き
か
適
宜
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
近
で
は
、
空
き
店
舗
の
場
合
は
、
高
齢
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
・
ま
ち
の
案
内
拠
点
と
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
活
用
し
た
り
、
ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
オ
フ
ィ
ス
・
若
手
芸
術
家
の
ア
ト
リ
エ
に

貸
し
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
活
用
方
法
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
真
壁
地
区
内
に
も
廃
業
店
舗
を
旅

館
に
改
装
し
て
活
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
農
家

の
場
合
も
同
様
に
、
都
市
に
住
む
人
が
週
末
に
農

業
を
し
に
帰
る
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
し

た
り
、
体
験
農
業
の
拠
点
と
し
た
り
す
る
な
ど
、

活
用
の
機
会
が
増
え
て
い
る
。

　

建
物
の
活
用
が
困
難
と
な
り
、
壊
す
場
合
に
は
、

空
地
と
し
て
の
放
置
は
で
き
る
だ
け
避
け
て
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
、
良
好
な
景
観
を
保
持
す
る

上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数
の
建
物
を
ま
と

ま
っ
て
壊
す
場
合
は
、
そ
の
対
象
敷
地
と
地
域
全

体
の
関
係
を
再
考
し
、
ま
ち
の
活
性
化
や
景
観
に

寄
与
す
る
方
向
で
の
景
観
形
成
が
可
能
と
な
る
。



人
・
市
民

日
常
の
す
が
た

非
日
常
の
す
が
た

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
紹
介

匠
の
技

景
観
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め

人
・
市
民
の
景
観
形
成
の
視
点
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縁側

収穫

日
常
の
す
が
た
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まちを訪れる人－今では日常の風景となった店先

校庭

境内

かけっこ道端

参拝

朝の風景
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散歩

虫採り 道草

ザリガニ採り

魚採り
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大和石まつり

真壁祇園祭（上３点）

真壁のひなまつり

非
日
常
の
す
が
た
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一年の始まり

紅葉を愛でる

サイクリング

緑を写す

入学式 花を愛でる

太公望
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・立春の日～ 3月 3日
真壁のひなまつり

・4月　　　　　真壁神武祭

・4月上旬
　名勝「桜川」の桜まつり

・4月第 2日曜日
マダラ鬼神祭

・4月中旬　大和の石まつり

春

・6月中旬～ 7月上旬
あじさい祭

・7月 23 日～ 26 日
真壁祇園祭

・8月中旬　　　　納涼大会

・8月下旬　　　まかべ夜祭

・8月 31 日　　かったて祭り

夏

・11 月上旬　    岩瀬商工祭

・11 月中旬　
　　　　　 真壁商工まつり

・冬至の日　加波山火渉祭

・毎年 12 月第 2日曜日
大飯祭り

・1月上旬　　　　　鍬の祭

・1月上旬　　さやどまわり

秋 冬

祭り

真
壁
祇
園
祭

　

真
壁
の
祇
園
祭
は
、
真
壁
町
山
尾
字
芳
ヶ
谷
に

鎮
座
す
る
五
所
駒
瀧
神
社
の
御
神
体
を
、
神
武
社

の
お
仮
屋
（
大
和
町
：
神
武
天
皇
遥
拝
殿
）
へ
遷

座
さ
せ
て
行
う
夏
祭
り
。
祇
園
祭
が
い
つ
ご
ろ
始

ま
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
起
源
に
つ

い
て
は
町
年
寄
り
大
関
孫
左
衛
門
が
各
町
名
主
に

呼
び
か
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
町
屋

村
の
鎮
守
で
あ
る
駒
瀧
明
神
の
御
神
体
を
遷
座
す

る
祭
礼
を
創
設
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

山
車
は
、
昼
間
は
子
供
が
引
き
、
夜
は
大
人
が

引
く
。
か
つ
て
は
山
車
と
山
車
の
打
ち
付
け
あ
い

が
行
わ
れ
る
勇
壮
な
祭
で
あ
っ
た
。
暴
れ
山
車
・

喧
嘩
山
車
と
呼
ば
れ
る
由
縁
で
あ
り
、
現
在
で
も

そ
の
当
時
を
偲
ば
せ
る
の
に
十
分
な
山
車
の
運
行

内
容
で
あ
る
。

　

七
月
二
六
日
、
祇
園
祭
典
が
済
む
と
神
輿
は
還

御
す
る
が
、
神
輿
を
少
し
で
も
長
く
町
内
に
留
め

て
お
く
た
め
に
山
車
で
通
路
を
妨
害
す
る
様
子
は

真
壁
祇
園
祭
典
の
最
高
の
見
せ
場
で
あ
る
。

　

そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
午
後
一
○
時
ご
ろ
、

古
城
旧
南
踏
切
（
旧
真
壁
町
と
旧
古
城
村
と
の
村

境
）
で
、
祭
の
終
幕
の
口
上
が
あ
り
祇
園
祭
典
の

終
了
と
な
る
。

■
祭
り
　

   
茨
城
県
に
お
け
る
入
込
観
光
客
総
数
は
、
二

○
○
八
（
平
成
二
○
）
年
度
が
約
四
八
○
○
万
人

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
別
で
は
、
ト
ッ
プ
が
水
戸

市
の
三
八
○
万
人
、
二
番
目
が
つ
く
ば
市
で
三
七

七
万
人
、
三
番
目
が
笠
間
市
で
三
四
一
万
人
と
な
っ

て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
別
で
は
、
県
全
体
で
一
二
一

五
万
人
、
う
ち
「
水
戸
の
梅
ま
つ
り
」
が
一
○
四

万
人
、「
水
戸
の
黄
門
ま
つ
り
」
九
七
万
人
、「
土

浦
全
国
花
火
競
技
大
会
」
が
八
○
万
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

桜
川
市
の
同
時
期
の
入
込
観
光
客
総
数
は
、
三

三
万
人
で
、県
の
一
割
以
下
、イ
ベ
ン
ト
別
で
は
「
真

壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
が
一
○
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
祭
り
の
一
例
を
紹
介
す
る

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り

　

住
民
有
志
に
よ
り
二
○
○
三
（
平
成
一
五
）
年

二
月
に
始
ま
っ
た
比
較
的
新
し
い
ま
つ
り
で
、
各

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
ひ
な
人
形
を
観
光
客
に
見
て

楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
趣
向
の
祭
り
。

　

古
い
建
物
と
歴
史
や
個
性
豊
か
な
人
形
を
楽
し

み
な
が
ら
町
中
を
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
し
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市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
紹
介

　

市
内
に
は
、
早
く
か
ら
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
が
あ
る
。
こ
こ
で
紹

介
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
本
書
を
つ
く
る
上
で
、「
桜

川
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
八
つ
の
団
体
で
あ
る
。（
順
不
同
）

・
い
き
い
き
駅
サ
イ
ト

・
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ま
か
べ

・
真
壁
街
並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ま
ち
づ
く
り
真
壁

・
登
録
文
化
財
を
活
か
す
会

・
茨
城
県
建
築
士
会
桜
川
支
部

・
千
年
の
森
の
会

　

各
グ
ル
ー
プ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
掲
げ
、

精
力
的
に
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
は
多
様
か
つ
深
い
、

そ
の
解
決
に
は
、
時
間
を
か
け
た
地
道
な
市
民
活

動
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
。
多
く
の
市
民
が
活

動
を
始
め
て
、
よ
う
や
く
解
決
に
向
か
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
の
紹
介
記
事
に
よ
り
、
活
動
を
起
こ
す
き
っ

か
け
を
多
く
の
市
民
に
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

い
き
い
き
駅
サ
イ
ト

設
立　

二
○
○
六
（
平
成
一
八
）
年

会
員　

四
六
名

地
域
を
安
全
に
美
し
く
保
つ

　

旧
大
和
村
高
森
地
区
の
市
民
が
会
の
中
心
と
な

り
、
大
和
駅
に
隣
接
す
る
公
園
の
休
憩
施
設
と
そ

の
周
辺
を
中
心
に
し
た
環
境
維
持
や
改
善
を
行
っ

て
い
る
。

　

休
憩
施
設
は
、
駅
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
実
質

的
に
は
駅
舎
と
し
て
機
能
し
て
い
る
が
、
朝
夕
の

通
勤
・
通
学
利
用
者
以
外
の
時
間
帯
は
乗
降
客
が

ほ
と
ん
ど
い
な
い
た
め
、
防
犯
上
の
懸
念
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
の
安
全

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
駅
舎
を
地
域

の
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
会
の
結
成

の
発
端
と
な
っ
た
。
地
域
の
交
流
拠
点
で
あ
る
駅

を
地
域
の
た
め
に
役
立
て
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
で
き
る
範
囲

の
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　

最
初
は
、
駅
舎
内
の
壁
面
を
使
っ
た
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
開
設
、
展
示
用
の
ボ
ー
ド
・
掲
示
板
・

椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
整
備
し
た
。
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
は
、
写
真
や
絵
画
な
ど
を
定
期
的
に
展

示
し
て
い
る
。

ミニギャラリー空間に展示する七夕飾りの準備作業

　

ま
た
、
七
夕
や
鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
季
節
ご
と
に

室
内
を
装
飾
し
た
り
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
駅
舎
は
地
域
の

交
流
や
駅
利
用
者
と
の
交
流
を
生
む
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

結
果
と
し
て
、
駅
に
対
す
る
人
の
目
や
関
心
が
増

え
る
こ
と
は
、
防
犯
効
果
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て

い
る
。　
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駅
舎
を
活
動
の
中
心
と
し
て
、
隣
接
す
る
駅
前

広
場
や
池
な
ど
を
清
掃
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
使
っ

た
り
と
市
民
の
意
識
が
拡
大
し
て
い
る
。
公
共
施

設
を
地
域
の
資
産
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

域
環
境
が
良
好
に
保
た
れ
、
様
々
な
形
で
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
楽
し
み
や
絆
が
増
え
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
駅
北
側
の
私
有
地
の
サ
サ
藪
を
切
り
、

見
通
し
を
良
く
し
て
、
ヤ
マ
ユ
リ
・
大
島
桜
な
ど

を
植
え
、
安
全
性
の
向
上
と
美
し
い
景
観
を
創
出

す
る
な
ど
活
動
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。

主
な
活
動

・
駅
や
周
辺
の
清
掃
や
草
取
り

・
花
壇
整
備

・
鯉
の
ぼ
り
展
示

・
七
夕
飾
り

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
門
松

・
ひ
な
祭
り

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
バ
ザ
ー

・
新
聞
の
発
行

ミニギャラリー空間で談笑する小学生　背後は写真展示 安全性と景観の向上のための森づくり

サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

設
立　

二
○
○
五
（
平
成
一
七
）
年

会
員　

二
○
名

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
先
兵

　
「
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
商
店
街

や
石
材
業
な
ど
の
地
場
産
業
の
衰
退
を
受
け
、
こ

の
経
済
的
状
況
の
打
開
を
図
る
こ
と
と
、
他
の
地

域
に
は
な
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
う
こ

と
を
目
的
に
、
旧
岩
瀬
町
商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
設
立
す
る
。

　

茨
城
県
に
は
国
指
定
の
名
勝
が
二
つ
あ
る
。
水

戸
市
の
常
磐
公
園
（
偕
楽
園
）
と
、
桜
川
市
岩
瀬

地
区
に
あ
る
磯
部
稲
村
神
社
参
道
一
帯
の
「
桜
川

（
サ
ク
ラ
）」
で
あ
る
。
磯
部
桜
川
公
園
周
辺
に
は
、

自
生
の
山
桜
が
残
っ
て
お
り
、
貴
重
な
自
生
種
一

一
種
類
が
国
天
然
記
念
物
（
桜
川
の
サ
ク
ラ
）
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
岩
瀬
地
区
の
山
々
に
も
山
桜

が
自
生
し
て
お
り
、
春
に
は
山
々
が
色
づ
く
。
山

桜
は
桜
川
市
に
と
っ
て
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、
本

市
を
特
徴
付
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。

　

山
桜
が
彩
る
岩
瀬
地
区
は
桜
川
源
流
域
の
の
ど

か
な
里
山
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
桜
と
美
し
い

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
る
「
桜
の
里
」
と

東
大
の
合
格
電
報
の
フ
レ
ー
ズ
で
有
名
な
「
サ
ク
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ラ
サ
ク
」
を
合
わ
せ
「
サ
ク
ラ
サ
ク
里
」
を
会
の

名
称
と
し
た
。

　

こ
の
名
称
の
定
着
や
名
称
を
冠
し
た
商
品
の
信

頼
を
得
る
戦
略
と
し
て
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ

る
山
桜
を
前
面
に
押
し
出
し
、
桜
は
入
学
や
受
験

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
受
験
市
場
」
を

強
く
意
識
し
た
商
品
販
売
が
可
能
で
あ
る
と
判
断

し
、
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
商
品
の
信
頼
を
裏
付
け
る
「
桜

川
の
サ
ク
ラ
」
と
い
う
歴
史
的
遺
産
の
再
興
や
山

桜
の
維
持
と
「
合
格
祈
願
の
街
づ
く
り
」
と
い
う

二
つ
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
い
、
地
域
と
商
品

が
一
体
と
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

わ
た
し
た
ち
の
活
動
で
、「
納
豆
の
水
戸
」
と
同

様
に
「
合
格
祈
願
は
サ
ク
ラ
サ
ク
里
桜
川
」
と
い

う
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
が
有
名
に
な
れ
ば
、「
サ
ク
ラ

と
合
格
祈
願
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
や
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
新
た
な
産
業
の
創
出
の
み
な
ら
ず
、
他
の

観
光
資
源
や
地
場
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
り
、

地
域
全
体
の
活
性
化
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

山
桜
の
守
人

　

サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
は
、
山

桜
の
「
保
護
・
普
及
・
広
報
・
啓
蒙
」
活
動
に
あ
る
。

　

　

山
桜
の
保
護
と
し
て
は
、
山
桜
の
苗
木
の
育
成

お
よ
び
植
樹
、
磯
部
桜
川
公
園
内
の
桜
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
、
山
桜
の
山
と
し
て
知
ら
れ
る
高
峯
の

下
刈
り
お
よ
び
展
望
台
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

　

普
及
啓
発
活
動
と
し
て
は
、
春
に
山
桜
開
花
状

況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど
か
ら
情
報
提
供
、

小
学
校
へ
出
向
い
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
講

師
を
勤
め
、
桜
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
後
世
に
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
を
伝
え
る
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
天
然
記
念
物
で
あ
る
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
は
、

日
本
の
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、
そ
の

桜
を
土
地
や
人
々
の
記
憶
か
ら
も
埋
没
さ
せ
て
し

ま
う
の
は
、
地
域
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

主
な
活
動

山
桜
の
保
護
と
普
及

・
天
然
記
念
物
一
一
種
の
保
護
と
後
継
樹
の
育
成

・
桜
川
河
川
区
域
内
へ
の
サ
ク
ラ
の
植
樹

　
（
現
行
法
内
で
の
植
樹
可
能
地
域
の
選
定
）

・
磯
部
桜
川
公
園
の
調
査

　
（
公
園
内
の
桜
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
）

・
平
沢
地
区
高
峯
の
整
備
な
ど

　
（
山
桜
の
新
名
所
づ
く
り
）　

他
多
数

　

公園の桜のナンバリング作業山桜写真ｺコンテストの審査会



86

サ
ク
ラ
サ
ク
里
商
品
開
発　
　
　

桜
う
ど
ん
・
桜
の
杏
仁
豆
腐
・
桜
の
つ
け
麺
・
桜

大
福
・
桜
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
す
べ
ら
な
い
砂
な
ど

サ
ク
ラ
サ
ク
里
商
品
の
販
売　

東
急
ハ
ン
ズ
心
斎
橋
店
・U

-City

・
合
格
薬
局
な
ど

イ
ベ
ン
ト
・
交
流
活
動

・
す
ぷ
り
ん
ぐ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

・
各
地
の
桜
保
護
団
体
と
の
交
流

・
合
格
祈
願
祭

・
合
併
記
念
植
樹
桜
守

・
山
桜
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

・
縁
起
物
部
会
設
立 

・
偕
楽
園
へ
の
記
念
植
樹 

他
多
数

広
報
・
啓
蒙
活
動

・
テ
レ
ビ
取
材
・
出
演

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
支
局
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
）

・
各
種
団
体
等
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
商
工
会
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
・
工
業
部
会
・

　
　

各
役
員
会
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
）

・
新
聞
記
事
（
読
売
・
朝
日
・
毎
日
・
茨
城
・
常
陽
な
ど
）

・
二
○
○
六
（
平
成
一
八
）
年　

磯
部
桜
川
公
園　

　

さ
く
ら
情
報
局
開
設

・
岩
瀬
小
学
校
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
講
師

・
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
い
っ
つ
・
あ
・
さ
く
ら

　

が
わ
ー
る
ど
」
開
設  

他
多
数

勉
強
会

・
サ
ク
ラ
特
区
構
想
勉
強
会

・
桜
川
の
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
の
勉
強
会　

・
磯
部
桜
川
公
園
「
病
虫
害
調
査
と
勉
強
会
」

・「
地
域
資
源
活
用
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　   

  

他
多
数

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ま
か
べ

設
立　

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
七
月

会
員　

二
五
名

真
壁
の
価
値
を
無
限
に
増
幅
す
る

　

旧
真
壁
町
中
心
地
区
の
ま
ち
並
み
の
す
ば
ら
し

さ
に
い
ち
早
く
着
目
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
の
歴
史
的
景
観
を
ま
ち
の
内
外
に
「
発

見
＝
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
」
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま

ち
や
歴
史
的
な
建
造
物
を
活
用
し
た
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
き
た
。
参
加
者
は
五
感
を
使
っ
て
、
楽

し
み
な
が
ら
ま
ち
の
良
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
事
業
以
外
で
も
日
頃
か
ら
発
見
が
で
き

る
よ
う
に
、
ま
ち
を
案
内
す
る
手
持
ち
の
イ
ラ
ス

ト
マ
ッ
プ
や
街
角
に
案
内
看
板
を
設
置
し
て
き
た
。

岩瀬小学校「総合学習」の発表会

すべらない砂

サクラサク里つけ麺
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こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
歴
史
的
建
造
物
が
表
す

過
去
と
現
代
の
生
活
を
時
間
的
に
融
合
さ
せ
る
だ

け
で
は
な
く
、
未
来
の
次
元
へ
と
繋
い
で
い
く
役

目
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
る
。
単
に
歴
史
の
時

間
を
止
め
、
形
だ
け
を
残
し
て
博
物
館
の
様
に
ま

ち
を
見
せ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
生
活
空
間
と
し

て
市
民
自
ら
が
歴
史
と
生
活
を
楽
し
み
、
愛
着
や

誇
り
を
心
に
蓄
え
て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
は
幸
せ

が
詰
ま
っ
た
箱
に
な
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、
様
々

な
活
動
を
通
し
て
、
先
人
が
永
い
間
に
築
い
て
き

た
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
豊
か
な
自
然
と
が
織
り

な
す
、
美
し
い
風
景
の
財
産
を
磨
き
続
け
る
事
を

活
動
の
柱
に
据
え
、
わ
た
し
た
ち
の
子
や
孫
た
ち

に
、
幸
せ
の
箱
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
よ
う
に
と

願
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
る
。

大
き
な
発
見

　

真
壁
の
歴
史
的
建
造
物
や
ま
ち
並
み
の
価
値
を

早
く
か
ら
認
め
て
い
た
当
会
で
は
、
そ
の
価
値
を

明
確
に
す
る
た
め
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に

国
立
小
山
工
専
の
河
東
義
之
教
授
に
依
頼
し
て
、

御
陣
屋
前
通
り
の
調
査
を
行
っ
た
。
予
想
通
り
の

評
価
を
得
た
報
告
書
を
旧
真
壁
町
に
寄
贈
し
た
。

ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
旧
郵
便
局
の
活
用

に
つ
い
て
旧
真
壁
町
に
提
言
、
そ
の
後
、
ま
ち
並

み
案
内
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

　

て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
真
壁
の
知
名
度
が
一
段
と
増
す
中
で
、

行
政
や
他
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

主
な
活
動
　

広
報
活
動

　

設
立
当
初
よ
り
年
一
回
「
か
わ
ら
版
」
を
真
壁

地
区
、
最
近
で
は
桜
川
市
全
域
に
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
た
。（
現
在
は
休
止
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

一
九
九
五
〜
一
九
九
九
（
平
成
七
〜
一
一
）
年

　

真
壁
の
街
並
み
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
企
画
は
旧

真
壁
町
観
光
協
会
に
移
さ
れ
実
行
さ
れ
た
。

歴
史
的
建
造
物
を
活
か
し
た
事
業

・
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
一
九
九
七
・
一
九
九
九

　
（
平
成
九
・
一
一
）
年
〜

　

伊
勢
屋
旅
館
・
旧
真
壁
郵
便
局

・
ジ
ャ
ズ
コ
ン　

サ
ー
ト
一
九
九
八
（
平
成
一
○
）

　

年
〜

　

村
井
醸
造
石
蔵
・
木
村
家
庭
園

・
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
二
○
○
四
（
平
成
一
六
）
年
〜

　

木
村
家
庭
園

　

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
二
月
、
登
録
文
化

財
制
度
活
用
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
河
東
教

授
と
共
に
旧
真
壁
町
長
に
直
接
提
言
し
、
そ
の
後
、

一
○
四
棟
の
全
国
有
数
の
登
録
有
形
文
化
財
の
ま

ち
と
な
っ
た
。

　

こ
の
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
歴
史
的
建
造

物
や
ま
ち
並
み
へ
の
関
心
が
、
さ
ら
に
広
が
り
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
決
定
へ
と
進
む
こ

と
に
な
っ
た
。　

さ
ら
な
る
磨
き
上
げ

　

会
の
活
動
が
ま
も
な
く
一
七
年
に
な
る
。「
登
録

有
形
文
化
財
」
を
契
機
に
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
も
多
く
な
り
、
ま
ち
を
訪
れ
る
来

訪
者
数
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

　

昨
年
は
、
景
観
条
例
の
制
定
・
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
決
定
が
さ
れ
、
二
○
一
○（
平
成
二

二
）
年
六
月
に
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動

き
の
中
で
、
当
会
は
先
導
的
役
割
を
果
た
し
、
ま

ち
を
盛
り
上
げ
る
活
動
に
一
役
か
っ
て
き
た
と
自

負
し
て
い
る
。
市
民
の
意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

こ
の
ま
ち
を
愛
す
る
心
（
ま
ち
づ
く
り
の
心
）
を

も
つ
人
が
確
実
に
増
え
つ
つ
あ
る
。　

　

今
後
は
、
市
民
に
対
し
、
今
以
上
に
わ
た
し
た

ち
の
活
動
の
浸
透
と
理
解
に
努
め
る
必
要
を
感
じ
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かわら版

案内マップ

ジャズコンサート

街並み絵画展街並み案内板

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
一
九
九
五

　
（
平
成
七
）
年
〜　

川
島
書
店
見
世
蔵
他

・
街
並
み
絵
画
展
二
○
○
○（
平
成
一
二
）
年
〜

　

真
壁
小
学
校
五
・
六
年
生
全
員
が
描
い
た
街
並

　

み
の
絵
画
を
旧
真
壁
郵
便
局
に
展
示

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
・
街
並
み
案
内
看
板
の
設
置

　

マ
ッ
プ
は
二
○
○
○（
平
成
一
二
）
年
に
一
万
部

作
成
し
た
。
案
内
看
板
は
、
平
成
一
五
年
、
塚
本

和
二
郎
邸
・
御
陣
屋
前
通
り
・
飯
塚
通
り
に
設
置

し
た
。
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
、
案
内
看
板
共
に
真
壁

の
街
並
み
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

市
民
意
識
の
向
上
企
画

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
を

　

真
壁
五
町
内
地
区
を
対
象
に
行
っ
た
。

・
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
（
旧
真
壁
町
役
場
・
商

　

工
会
・
真
壁
町
商
店
会
連
合
会
・
喜
多
方
市
・

　

佐
原
市
・
栃
木
市
・
川
越
市
な
ど
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年

　
「
真
壁
、
街
並
み
再
発
見
」

　

二
○
○
三
（
平
成
一
五
）
年

　
「
蔵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム   

真
壁
」

・
先
進
地
の
視
察

　
（
海
野
宿
・
妻
籠
宿
・
奈
良
井
宿

　

  

小
布
施
町
・
須
坂
市
・
栃
木
市
な
ど
）

in
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真
壁
街
並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

設
立　

二
○
○
一
（
平
成
一
三
）
年

会
員　

一
六
名

地
域
愛
と
誇
り
を
胸
に

　

旧
真
壁
町
中
心
部
に
は
、
登
録
有
形
文
化
財
建

造
物
が
一
○
四
棟
も
あ
る
。
更
に
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
も
選
定
さ
れ
、
茨
城
県

を
代
表
す
る
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
、
雑
誌
や

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ

て
い
る
。
県
内
や
千
葉
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
栃
木

県
な
ど
関
東
が
中
心
だ
が
、
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中

や
五
月
の
連
休
に
は
新
潟
・
盛
岡
・
会
津
若
松
・

関
西
・
九
州
方
面
か
ら
も
来
訪
者
が
あ
り
、
遠
方

か
ら
の
個
人
客
が
急
激
に
目
立
っ
て
き
た
。

　

わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
、
そ
う
し
た
来
客
に
、

真
壁
の
伝
統
的
な
建
物
と
ま
ち
並
み
を
紹
介
す
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
ち
並
み
と
言
っ
て
も
、
落
ち
着

い
た
生
活
感
の
あ
り
ふ
れ
た
ま
ち
で
あ
り
、
言
わ

れ
て
み
な
い
と
、
ふ
っ
と
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
景

観
で
あ
る
。
そ
の
ま
ち
並
み
を
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ

く
り
と
見
学
し
て
歩
き
、
真
壁
の
ま
ち
並
み
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
手
助
け
を
す
る
の

が
、
わ
た
し
た
ち
の
役
割
で
あ
る
。

感
謝
さ
れ
る
嬉
し
さ

　

来
訪
者
に
は
笑
顔
で
接
し
、
団
体
の
性
質
や
雰

囲
気
に
合
わ
せ
た
話
し
方
を
す
る
よ
う
に
工
夫
し
、

ゆ
っ
た
り
と
、
心
の
土
産
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
再
び
の
来
訪
を
期
待
し
て
送
り
出
す

　

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
が
、
ど
の
ぐ
ら
い
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
か
、
い
つ
も
気
に
か
か
る
。
後
日
、

御
礼
状
が
届
い
た
り
す
る
と
「
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
の
だ
な
」
と
、
そ
の
喜
び
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

案
内
に
ま
す
ま
す
勢
い
が
つ
い
て
く
る
。
一
緒
に

撮
っ
た
写
真
や
、
細
か
な
感
想
ま
で
添
え
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
多
く
、
こ
の
活
動
が
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
と
実
感
で
き
る
嬉
し
さ
が
あ
る
。

　

案
内
人
の
妙
味
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
東
京
か

ら
建
築
の
調
査
に
来
ら
れ
た
専
門
の
先
生
と
、
大

学
生
を
案
内
し
た
こ
と
が
あ
る
。
専
門
家
に
何
を

ど
う
説
明
し
た
も
の
か
不
安
で
あ
っ
た
が
、
案
内

を
始
め
る
と
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
し
、
自
分

の
知
ら
な
か
っ
た
建
物
の
特
徴
な
ど
も
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
気
付
い
た
ら
夕

方
五
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
四
時
間
以
上
も
歩
い
た

こ
と
に
な
る
が
、
大
変
に
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ

た
。
真
壁
の
素
晴
ら
し
さ
を
東
京
か
ら
来
た
人
に

教
え
ら
れ
た
一
日
で
、
案
内
に
参
加
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
得
ら
れ
た
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

地
域
に
貢
献
で
き
る
嬉
し
さ

　

ひ
な
ま
つ
り
な
ど
地
域
の
行
事
に
協
力
し
て
行

う
案
内
や
、連
休
中
、商
店
の
休
み
が
多
い
時
な
ど
、

来
訪
者
が
多
そ
う
な
場
合
、
旧
真
壁
郵
便
局
に
交

代
で
詰
め
て
案
内
を
す
る
活
動
も
あ
る
。　

まち並み案内
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何
も
案
内
が
な
く
て
は
来
訪
者
が
困
る
だ
ろ
う

し
、
自
分
た
ち
が
楽
し
く
や
っ
て
い
る
の
で
苦
で

は
な
い
の
だ
が
、ま
ち
の
人
か
ら
「
大
変
だ
ね
」「
す

ご
い
ね
」「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
多
い
。
活
動
を
評
価
し
て
も
ら
い
、
地

域
に
貢
献
で
き
て
い
る
の
だ
と
実
感
で
き
、
非
常

に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

国
や
県
、
全
国
組
織
な
ど
の
視
察
も
多
い
の
だ

が
、
日
本
観
光
協
会
・
国
土
交
通
省
・
総
務
省
の
方
々

が
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
優
秀
観
光
地
づ
く
り
賞

の
選
定
審
査
と
聞
い
て
緊
張
し
な
が
ら
案
内
し
た

が
、
後
日
、
本
市
が
総
務
大
臣
金
賞
を
受
賞
し
た

と
聞
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
た
、
と
大

変
に
嬉
し
か
っ
た
。

　

地
元
の
人
か
ら
、
友
人
た
ち
が
団
体
で
来
る
の

だ
が
、
自
分
で
は
上
手
く
説
明
が
で
き
な
い
の
で
、

案
内
を
お
願
い
し
た
い
、
と
い
う
依
頼
も
あ
っ
た
。

嬉
し
い
と
同
時
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
案
内
を
し

よ
う
と
責
任
感
も
強
く
な
る
。
自
分
た
ち
で
案
内

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
り
、
案
内
中
に
聞
か
れ
て

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
学
芸
員
に
教
わ
る
な

ど
、
日
頃
か
ら
研
鑽
に
も
努
め
て
い
る
。

思
い
を
共
有
で
き
る
嬉
し
さ

　

ま
ち
並
み
案
内
を
続
け
て
き
て
、
特
に
印
象
の

強
い
出
来
事
が
あ
る
。
全
日
本
写
真
連
盟
の
大
撮

　

  

影
会
が
初
め
て
真
壁
で
行
わ
れ
る
の
に
併
せ
て
、

登
録
有
形
文
化
財
の
う
ち
九
棟
の
一
般
公
開
が
行

わ
れ
、
そ
の
案
内
を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
カ
メ

ラ
マ
ン
は
多
か
っ
た
が
、
た
だ
の
被
写
体
、
構
図

背
景
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
文
化
財
と
し
て
の
価

値
を
知
っ
た
上
で
撮
影
し
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、

大
き
な
違
い
だ
と
思
う
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
内
外
の
多
く
の
人
た
ち
に
、

文
化
財
の
素
晴
ら
し
さ
や
ま
ち
並
み
の
大
切
さ
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
真
壁
の
景
観

に
対
す
る
住
民
全
体
の
意
識
が
高
ま
り
、
こ
の
ま

ち
並
み
景
観
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
、
と
い
う
大
き

な
流
れ
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

仲
間
が
ぐ
っ
と
増
え
た
思
い
で
大
変
に
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。

　

真
壁
地
区
の
中
心
部
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
も
な
り
、
こ
れ
か
ら
来
訪
者
は
ま
す

ま
す
増
え
る
だ
ろ
う
。
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
が

非
常
に
困
っ
た
こ
と
だ
が
、
苦
労
し
て
ま
で
来
ら

れ
る
方
に
は
、
十
分
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
案
内

を
し
た
い
。
毎
日
、
全
て
の
来
訪
者
に
案
内
を
、

と
も
思
う
の
だ
が
、
さ
す
が
に
人
手
が
足
り
な
い
。

そ
れ
で
も
、「
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
心
を
込

め
て
」、
そ
う
心
が
け
て
案
内
を
続
け
て
い
る
。

　

案
内
を
始
め
た
当
初
か
ら
で
は
、
ま
ち
も
変
わ

　

参加者と記念写真

り
、
案
内
の
質
も
高
ま
っ
た
。
案
内
人
た
ち
は
地

域
住
民
と
と
も
に
前
進
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

ま
ち
の
誰
で
も
が
案
内
人
と
し
て
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
の
こ
と
を
誇
り
を
も
っ
て
紹
介
で
き
る
よ
う

に
、
そ
う
い
う
市
民
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
に
、

一
人
で
も
多
く
の
人
材
を
育
て
る
よ
う
な
こ
と
も

考
え
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

受
賞
歴

・
財
団
法
人
常
陽
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団

　
　

第
一
九
回　

福
祉
・
文
化
顕
彰

・
社
団
法
人
茨
城
県
観
光
物
産
協
会

　
　

二
○
○
八
（
平
成
二
○
）
年
度　

　
　

観
光
事
業
功
労
者
表
彰
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ま
ち
づ
く
り
真
壁

設
立　

二
○
○
三
（
平
成
一
五
）
年

会
員　

四
一
名

語
り
合
い
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

　

わ
た
し
た
ち
は
、
会
員
・
市
民
・
来
訪
者
な
ど

と
語
り
合
う
こ
と
を
楽
し
み
、
出
て
き
た
ア
イ
デ

ア
を
実
践
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
「
和
」
と
「
輪
」
を
広
め
た
り
、

地
域
の
活
力
を
引
き
出
し
た
り
、
最
終
的
に
は
、

次
の
時
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
、
ま
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
残
す
た
め
の
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

活
動
の
趣
旨
を
一
番
良
く
表
し
て
い
る
も
の
が

「
語
り
の
あ
る
街
」
で
あ
る
。
真
壁
の
良
さ
は
人
の

あ
た
た
か
さ
で
あ
る
と
考
え
、
暮
し
て
い
る
人
そ

れ
ぞ
れ
が
語
れ
る
こ
と
を
語
る
。
普
段
着
の
案
内

で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
人
と
触
れ
合
い
、
人

を
通
し
て
ま
ち
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
。
そ
ん

な
「
語
り
の
あ
る
街
」
を
目
指
す
活
動
で
あ
る
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
大
き
な
観
光
地
で
は
な
く
温

か
み
の
あ
る
「
歓
交
地
」
と
し
て
、
等
身
大
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を
や
る

　

会
員
に
は
色
々
な
職
業
や
趣
味
の
人
が
い
る
の

で
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
こ

　

まちづくり拠点の旧真壁郵便局

と
に
し
て
い
る
。

　

旧
真
壁
郵
便
局
の
改
修
は
、
と
に
か
く
開
け
る

こ
と
を
目
標
に
有
志
が
集
ま
り
、
掃
除
・
雨
漏
り
・

内
装
の
補
修
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
旧
郵
便

局
は
、
長
い
間
の
休
眠
か
ら
目
覚
め
、
新
た
な
ま

ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
蘇
っ
た
。

　

古
川
家
の
前
面
の
改
修
は
、
看
板
の
付
け
替
え
・

屋
根
瓦
の
補
修
・
語
り
の
ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
し

て
い
る
。

　

各
地
の
先
進
地
を
視
察
し
て
、
こ
れ
は
と
思
う

も
の
を
す
ぐ
ま
ち
に
採
り
入
れ
た
。
た
と
え
ば
、

電
柱
の
腰
周
り
を
隠
す
た
め
の
竹
製
カ
バ
ー
を
取

付
て
景
観
に
配
慮
し
た
り
、
竹
を
切
っ
て
照
明
を

作
っ
た
り
、
花
を
生
け
て
街
角
に
飾
っ
た
り
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

　

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
、
楽
し
み

な
が
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
活
動
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

れ
ば
無
理
の
な
い
集
合
体
で
あ
る
こ
と
が
第
一
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
心
情
を
基
本
と
し
て
、
ま
ち

の
進
展
に
合
わ
せ
、
必
要
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
活
動
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
考
え
で
会

を
運
営
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
、
公
的
な
資
金
を

受
け
る
こ
と
に
よ
る
義
務
化
な
ど
は
、
会
員
の
気

力
を
減
じ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
自
己

資
金
が
な
い
た
め
の
活
動
の
停
滞
な
ど
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
が
衰
退
し
て
い
く
要

因
が
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち

は
、
資
金
面
で
も
自
ら
が
生
み
出
す
こ
と
を
常
に

考
え
た
活
動
を
し
て
い
る
。

　

会
員
は
、
常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
柔
軟
な
会
の
活

動
や
構
成
を
心
が
け
、
ま
ち
づ
く
り
を
少
し
で
も

楽
し
く
進
め
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
活
動
が
長
続

き
す
る
と
考
え
て
い
る
。

田崎人形店の壁面塗装 語りの井戸づくり

行灯づくり 語りの勉強会
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登
録
文
化
財
を
活
か
す
会

設
立　

二
○
○
一
（
平
成
一
三
）
年

会
員　

二
二
名

市
民
に
ま
ち
並
み
の
価
値
を
伝
え
る

　

会
員
は
、
登
録
文
化
財
の
所
有
者
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
登
録
文
化
財
と
は
、一
九
九
六
（
平
成
八
）

年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
創
設

さ
れ
た
文
化
財
登
録
制
度
に
基
き
、
国
の
文
化
財

登
録
原
簿
に
登
載
さ
れ
た
文
化
財
で
あ
る
。

　

真
壁
地
区
の
登
録
物
件
は
明
治
時
代
以
降
に
建

造
・
製
作
さ
れ
た
も
の
が
主
で
あ
る
が
、
江
戸
時

代
の
も
の
も
登
録
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

登
録
さ
れ
た
文
化
財
は
、
指
導
・
助
言
等
を
基

本
と
す
る
緩
や
か
な
保
護
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
、

従
来
の
指
定
制
度
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
登
録
文
化
財
数
は
一
○
四
棟
に
上
り
、

旧
町
村
レ
ベ
ル
で
は
全
国
ト
ッ
プ
の
数
を
誇
る
。

未
登
録
も
、
ま
だ
一
○
○
棟
以
上
存
在
す
る
。

　

内
容
は
、
江
戸
・
明
治
・
大
正
時
代
に
か
け
て

作
ら
れ
た
土
蔵
・
見
世
蔵
・
門
な
ど
が
多
い
。
特

筆
さ
れ
る
べ
き
は
四
○
○
年
前
の
町
割
り
の
ま
ま

に
現
在
も
道
路
や
家
々
が
構
成
さ
れ
て
い
る
点
に

　

あ
る
。
町
割
り
は
、
中
世
に
こ
の
地
を
治
め
た
真

壁
氏
の
城
下
町
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　

活
動
は
主
に
会
員
相
互
の
協
力
で
登
録
文
化
財

の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
で
、
そ
の
価
値
に
貢

献
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
先
進

地
の
視
察
や
研
修
な
ど
を
行
い
、
会
員
の
意
識
向

上
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
見
世
蔵
を
開
放
し

て
休
憩
所
を
設
け
た
り
、
中
で
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
・

個
人
宅
の
ト
イ
レ
を
提
供
し
た
り
、
解
説
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
や
案
内
看
板
の
設
置
な
ど
、
会
員

以
外
と
も
協
力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

ま
ち
の
結
束
に
配
慮
す
べ
き
新
た
な
段
階
に
突
入

　

活
動
初
期
の
段
階
で
、
登
録
文
化
財
所
有
者
の

理
解
や
協
力
を
得
た
事
に
加
え
て
、
周
辺
の
多
く

の
市
民
に
、
ま
ち
の
歴
史
的
価
値
を
気
付
い
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
当
会
の
基
本
的
な
目
的
は

達
成
で
き
た
と
考
え
る
。

　

問
題
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
内
の
伝
統
的
建
造
物
に
指
定
さ
れ

た
物
件
か
ら
登
録
文
化
財
物
件
、
さ
ら
に
は
、
登

録
レ
ベ
ル
に
劣
ら
な
い
た
く
さ
ん
の
未
登
録
文
化

財
と
歴
史
的
価
値
が
分
か
れ
る
中
で
、
ど
の
よ
う

に
ま
ち
の
歴
史
的
レ
ベ
ル
を
保
ち
な
が
ら
、
保
全
・

修
復
を
行
っ
て
い
く
か
、
ま
た
、
歴
史
的
な
建
物

　
　

以
外
の
新
し
い
建
物
の
改
修
や
新
築
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
な
ど
、
文
化
財
と
一
般
の
建
物
が
混

在
す
る
ま
ち
の
温
度
差
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ま

ち
づ
く
り
に
導
い
て
ゆ
く
の
か
な
ど
課
題
が
あ
る
。

こ
の
課
題
は
、
意
識
の
み
な
ら
ず
経
済
的
な
問
題

を
も
含
む
、
難
し
い
課
題
で
も
あ
る
。

　

今
後
の
会
の
基
本
姿
勢
と
し
て
は
、
ま
ち
全
体

を
一
つ
の
財
産
と
し
て
見
守
り
な
が
ら
、
市
民
や

行
政
の
協
力
を
仰
ぐ
努
力
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

登録有形文化財プレートの設置
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茨
城
県
建
築
士
会
桜
川
支
部

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
開
始　

二
○
○
五
（
平
成
一
七
）
年

会
員　

六
○
名

茨
城
県
内
は
二
五
支
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

景
観
づ
く
り
の
実
動
部
隊

　

建
築
士
会
は
、
そ
の
名
が
示
す
通
り
建
築
に
携

わ
る
プ
ロ
集
団
で
あ
る
。
主
な
職
種
は
建
物
の
計

画
・
設
計
・
管
理
を
す
る
建
築
士
、
材
料
選
び
か

ら
加
工
・
組
み
立
て
・
仕
上
げ
を
行
う
大
工
、
そ

れ
ら
を
束
ね
る
工
務
店
・
建
設
業
な
ど
で
あ
る
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
歴
史
的
な
建
物
な
ど
の
古
い

も
の
か
ら
、
現
代
の
新
し
い
建
物
の
他
、
農
家
・

工
場
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
神
社
・
仏
閣
な
ど
あ
ら
ゆ

る
用
途
の
建
物
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
な
ん
で
も
作
れ
る
集
団
で
あ
っ
て
も

現
実
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
安
い
・
早
い
・
見

栄
え
が
良
い
な
ど
を
売
り
に
、
建
物
を
家
電
や
車

の
よ
う
に
扱
う
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
な
ど
に
市
場
を
奪
わ
れ
た
り
、
市
内
の
主

要
産
業
で
あ
る
石
材
業
の
衰
退
に
よ
り
、
工
場
や

倉
庫
な
ど
の
関
連
施
設
の
建
設
数
が
減
少
し
た
り

し
て
い
る
。　

登録文化財　谷口家
店舗　　明治 33 年
北袖蔵　江戸末期
南袖蔵　明治末期
門　　　明治末期
主屋　　明治末期

谷口家は、真壁でも指折りの旧
家で、その歴史は江戸時代初期
にまで遡る。幕末には名主を勤
め、絞油・醤油の醸造を営んで
いた。

登録文化財　村井醸造
脇蔵　　明治 35 年以前
石蔵　　大正期
店舗　　明治初期
煙突　　昭和初期

村井醸造は、「公明」の銘酒で
知られる。この地で酒造を始め
たのは1673～ 1680年といわれ、
最も早く北関東に進出した近江
商人の一人として知られる。
現当主は 17 代目
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一
方
、
在
来
工
法
で
あ
れ
ば
、
機
械
に
頼
ら
ず
に

季
節
の
変
化
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
備
え
て
い

る
。
そ
れ
は
、
高
床
や
畳
に
よ
る
湿
度
調
整
、
庇

に
よ
る
日
差
し
や
雨
の
制
御
、
開
口
部
や
室
内
の

間
仕
切
り
の
開
け
閉
め
に
よ
る
風
の
制
御
、
防
風
・

防
火
の
役
割
を
持
ち
、
景
観
的
に
も
優
れ
た
屋
敷

林
や
生
垣
な
ど
地
域
の
小
さ
な
気
象
に
対
応
す
る

工
夫
ま
で
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
、
梁
の
架
け
替

え
な
ど
で
、
間
取
り
の
変
更
が
可
能
な
仕
組
み
を

備
え
て
い
る
の
で
、
家
族
構
成
の
変
化
に
対
応
が

で
き
る
。
当
然
な
が
ら
、
今
よ
り
電
気
の
な
い
時

代
の
建
物
な
の
で
エ
コ
住
宅
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
採
り
入
れ
、
在
来

工
法
と
現
代
の
住
宅
と
の
融
合
を
図
り
、
現
代
生

活
と
環
境
に
合
っ
た
住
宅
を
造
り
、
安
易
な
住
宅

を
減
ら
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

修
景
の
意
味

　

ま
ち
並
み
を
構
成
す
る
要
素
は
、
住
宅
の
み
で

は
な
い
。
石
垣
・
生
垣
・
門
・
塀
な
ど
様
々
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
住
宅
に
比
べ
る
と
比
較
的
安
価
で
手
間

も
か
か
ら
な
い
。
歴
史
的
な
ま
ち
並
み
の
連
続
性

や
統
一
感
を
持
た
せ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
整
備
は
、
規
模
の
割
に
効
果
が
高
く
表
れ

る
。
わ
た
し
た
ち
の
活
動
の
評
価
も
塀
の
修
景
化

か
ら
始
ま
っ
た
。

　

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
、

歴
史
的
な
ま
ち
並
み
を
壊
さ
な
い
た
め
の
一
時
的

な
応
急
措
置
と
考
え
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
恒

久
的
な
整
備
に
も
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
理
由
は
、
ど
ん
な
も
の
で
も
、
補
修
や

改
築
な
ど
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
常
に
管
理
す

る
た
め
の
手
間
と
費
用
が
か
か
る
。
こ
の
当
た
り

前
の
こ
と
を
放
置
せ
ず
に
や
り
続
け
る
た
め
に
は
、

持
ち
主
の
経
済
的
な
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

今
は
、
歴
史
的
な
建
物
に
合
わ
せ
、
時
代
的
な
雰

囲
気
を
そ
ろ
え
る
と
い
う
意
味
で
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
が
、
永
く
続
け
る
た
め
に
も
安
価
で
、
歴

史
的
な
ま
ち
並
み
に
調
和
し
、
で
き
る
だ
け
長
持

ち
す
る
手
法
を
探
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
プ
ロ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
ベ
ル
か
ら
お
金
が
か
け
ら
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
、

ま
ち
の
景
観
に
寄
与
す
る
工
法
と
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
物
を
志
向
す
る
こ
と
が
大
切

　

ど
ん
な
分
野
に
も
本
物
を
ま
ね
た
も
の
が
存
在

す
る
。
建
物
の
場
合
は
、
特
に
西
洋
の
お
城
や
カ

ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
雰
囲
気
を
ま
ね
た
も
の
が
多

い
。
と
ん
が
り
屋
根
や
出
窓
、
石
積
み
に
見
せ
か

け
た
壁
や
ア
ー
チ
・
鋳
鉄
製
の
門
扉
な
ど
た
く
さ

ん
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
概
に
悪
い
と
判
断
さ
れ

　

　

さ
ら
に
、
農
家
で
は
、
倉
庫
の
代
わ
り
に
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
簡
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
う
な
ど
、
昨

今
の
経
済
事
情
に
よ
る
影
響
も
現
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
施
主
が
、
安
い
・
早
い
・

簡
単
な
も
の
へ
と
流
れ
、
で
き
れ
ば
何
で
も
良
い

と
い
う
よ
う
な
風
潮
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
様
々
な
建
物
が
安
価
な
材
料
で
安

易
な
デ
ザ
イ
ン
を
ま
と
い
、
周
辺
の
建
物
と
の
調

和
を
考
え
ず
に
建
て
ら
れ
、
乱
雑
な
景
観
を
つ
く

り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
郊
外
の
商

業
施
設
は
経
済
的
状
況
に
係
わ
ら
ず
目
立
て
ば
良

い
と
い
う
よ
う
な
傾
向
に
あ
り
、
景
観
を
大
き
く

損
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち
は
時

代
に
安
易
に
流
さ
れ
ず
に
、
少
し
で
も
良
い
も
の

を
作
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
特
に
住
宅
の
場

合
は
、
一
時
の
消
費
財
で
は
な
く
、
代
々
受
け
継

ぐ
べ
き
恒
久
財
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
今

の
住
宅
は
、
冷
暖
房
機
械
に
よ
り
空
気
調
節
し
て

い
る
た
め
、
外
側
の
デ
ザ
イ
ン
は
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
、

か
つ
密
閉
度
が
高
く
、
容
器
の
よ
う
な
構
造
を
も

つ
。
し
た
が
っ
て
、
家
族
の
増
減
に
は
柔
軟
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
住
み
替
え
を
前

提
に
し
て
い
る
傾
向
が
強
い
。
つ
ま
り
永
く
使
用

で
き
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
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写
真
に
あ
る
よ
う
に
釘
や
金
物
を
一
切
使
用
し

な
い
伝
統
的
な
工
法
に
よ
る
門
づ
く
り
の
実
践
は
、

そ
の
考
え
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

建
物
に
お
け
る
掛
り
付
け
の
医
者

　

わ
た
し
た
ち
は
、
小
さ
な
塀
か
ら
大
き
な
建
物

ま
で
、
様
々
な
も
の
を
地
域
密
着
型
の
や
り
方
で

整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
町
医
者

の
よ
う
な
役
割
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
地
域
の

要
望
に
応
じ
て
、
地
域
に
合
っ
た
も
の
を
作
る
と

い
う
や
り
方
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
歴
史
的
な

建
造
物
の
修
復
や
増
改
築
な
ど
は
、
熟
練
の
大
工

が
持
つ
技
術
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
と
現
代
住
宅
が
混
在
す
る

ま
ち
で
は
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
を
調
和

さ
せ
る
細
や
か
な
作
り
方
も
求
め
ら
れ
る
た
め
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
技
術
が
あ
り
地
域
事
情
を
十

分
理
解
し
て
い
る
作
り
手
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
今
の
建
設
方
式
は
、
機
械
加
工
が
中

心
の
た
め
、
画
一
的
な
材
料
の
生
産
方
式
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
個
々
へ
の
細
や
か
な
対
応
が
基
本

的
に
難
し
く
、
現
場
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
で

き
ず
、
大
工
を
必
要
と
し
な
い
建
設
方
式
が
一
般

化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
大
工
の
出
番
が

な
く
、
大
工
の
な
り
手
が
減
り
、
や
が
て
歴
史
的

な
建
造
物
の
修
復
が
困
難
に
な
り
、
地
域
の
要
望

　

に
答
え
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
本
市
の
建
築

文
化
の
衰
退
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
は
、
な
ん
と
か
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一

つ
の
解
決
方
法
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
地
場
産
材
と
大
工
に
よ
る
歴

史
的
建
造
物
の
修
復
体
制
を
つ
く
り
、
材
料
の
生

産
か
ら
加
工
・
施
工
・
管
理
ま
で
の
一
貫
し
た
工

程
を
、
す
べ
て
地
域
で
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

組
み
上
げ
、
地
域
景
観
に
合
っ
た
歴
史
的
建
造
物

の
修
復
体
制
を
つ
く
る
こ
と
と
歴
史
的
建
造
物
と

調
和
し
、
本
市
の
気
候
に
適
し
た
快
適
で
エ
コ
な

「
桜
川
式
住
宅
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
建
物
を
提
供

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
地
元
に
根
付
く
建
物
の
プ
ロ
と
し
て

の
責
務
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
新
し
い
産
業
の
構

築
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
ま
ち
の
景
観

保
全
・
維
持
へ
の
近
道
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
は
地
域
密
着
型
の

建
築
プ
ロ
集
団
と
し
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
医

者
と
し
て
、
大
い
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
く
み

・
西
岡
邸　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
補
強
を
兼
ね
た
板
塀
に

　

修
景

　

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
お
金
を
か
け
れ
ば
本

物
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
て
も
、
建
て
る
場
所
が

日
本
で
あ
る
以
上
、
本
物
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

　

日
本
の
伝
統
的
建
造
物
が
存
在
す
る
真
壁
地
区

で
は
、
安
易
な
西
洋
風
の
建
物
は
プ
ラ
ス
の
景
観

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
現
代
社
会
に
お
い
て

あ
る
程
度
の
外
国
の
様
式
が
混
じ
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
と
考
え
る
が
、
質
の
高
い
も
の
で

あ
れ
ば
、
景
観
へ
の
マ
イ
ナ
ス
面
は
避
け
ら
れ
る

と
考
え
る
。
そ
の
証
に
明
治
期
以
降
に
は
、
和
洋

折
衷
の
建
物
が
存
在
し
て
い
る
。
真
壁
で
も
郵
便

局
が
そ
の
例
に
当
た
る
。
そ
れ
ら
の
建
物
は
、
景

観
面
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由

の
一
つ
と
し
て
は
、
当
時
相
当
な
コ
ス
ト
と
労
力

を
か
け
て
い
る
建
物
で
あ
り
、
決
し
て
安
直
な
建

設
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
設
計
条
件
を
だ
し

た
上
で
、
周
辺
と
の
調
和
を
前
提
に
安
易
な
妥
協

を
せ
ず
に
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
り
上
げ
る
こ

と
に
あ
る
。
安
易
な
も
の
ま
ね
を
し
な
い
こ
と
、

そ
の
姿
勢
が
本
物
を
志
向
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。

和
の
建
物
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
で
、
ど
ん

な
に
小
さ
な
も
の
で
も
、
常
に
本
物
を
志
向
し
な

が
ら
の
整
備
活
動
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
。
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・
村
井
醸
造　

倉
庫
壁
面
を
板
張
り
に
修
景

・
塚
本
邸　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
補
強
を
兼
ね
た
板
塀
に

　

修
景

・
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

・
公
共
駐
車
場
内　

案
内
看
板
の
設
置

・
西
岡
邸　

地
上
機
器
の
目
隠
し
用
の
格
子
を
設
置

そ
の
他

・
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

・
他
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
の
交
流

・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
の
推
進

・
違
反
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

・
被
災
建
物
応
急
危
険
度
判
定
士
資
格
取
得
の
推
奨

釘や金物を使わない昔からのつなぎ方（ほぞ組み）を行っている

市民の協力でブロック塀が板塀に変身　　板塀はブロック塀の転倒防止機能を補完している

電線類の地中化にともない、地上に設置される電源供給用の地上機器を板塀で隠す修景工事

村井醸造　倉庫壁面のトタン板張りを（写真右側）を木板張り（写真左側）に修景
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子
供
も
戦
力
、
本
格
的
な
道
具
も
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
な
る

千
年
の
森
の
会

設
立　

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年

会
員　

二
三
名　

千
年
の
森
が
人
の
心
を
正
す

　

わ
た
し
た
ち
は
、
五
所
駒
瀧
神
社
の
鎮
守
の
森

や
権
現
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
し
て
い
る
。
五

所
駒
瀧
神
社
は
、
一
○
一
四
年
の
創
建
か
ら
ま
も

な
く
千
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
。
そ
の
鎮
守
の
森

に
は
、
樹
齢
五
○
○
年
近
い
杉
や
サ
ワ
ラ
、
旧
真

壁
町
で
一
番
太
い
山
桜
な
ど
た
く
さ
ん
の
古
木
が

存
在
し
て
い
る
。

　

会
の
発
足
は
、
ア
カ
マ
ツ
の
立
ち
枯
れ
な
ど
森

の
荒
廃
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
こ
の
状
況
を

再
生
し
な
い
と
次
の
千
年
は
な
い
と
考
え
、
次
の

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
豊

か
な
森
を
残
そ
う
と
思
い
立
た
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
あ
る
。

活
動
の
テ
ー
マ
は
「
持
続
可
能
な
森
づ
く
り
」

・
木
を
植
え
、
森
づ
く
り
を
し
、
生
き
物
の
生
息
を

　

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
森
を
守
り
、
す
べ
て
の
命

　

を
大
切
に
す
る
心
を
養
う
。

・
川
の
源
流
を
訪
ね
、
水
の
あ
り
が
た
さ
を
知
る
こ

　

と
に
よ
っ
て
、
水
を
大
切
に
使
い
汚
さ
な
い
心

　

を
育
て
る
。

・
シ
ン
プ
ル
な
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　

モ
ノ
を
大
切
に
し
、
ゴ
ミ
を
な
く
す
工
夫
を
す

　

る
。

・
米
作
り
を
体
験
し
、
収
穫
の
喜
び
を
知
る
こ
と
に

　

よ
っ
て
、
日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る
稲
作
文
化
を

　

見
直
す
。

・
炭
焼
き
を
通
し
て
木
・
水
・
土
・
空
気
と
の
関
わ

　

り
を
考
え
、
す
べ
て
の
循
環
を
知
る
。

　

具
体
的
な
活
動
例
と
し
て
は
、
権
現
山
登
山
道

の
整
備
・
下
草
刈
り
・
枝
打
ち
や
間
伐
・
田
植
え
・

稲
刈
り
・
炭
焼
き
・
動
植
物
調
査
な
ど
四
季
を
通

し
て
様
々
で
あ
る
。
作
業
は
、
機
械
に
た
よ
ら
ず

に
で
き
る
だ
け
手
作
業
で
行
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
る
。
子
供
で
も
本
物
の
ナ
タ
や
ノ
コ
ギ

リ
を
使
わ
せ
る
。
不
思
議
と
怪
我
も
な
く
真
剣
に

作
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
が
少
し
ず

つ
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
感
じ
る
。
た
っ
た
一
日

の
作
業
で
も
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
る
子
供
を
何

人
も
見
て
い
る
。

　

森
の
中
で
真
剣
に
作
業
を
す
る
こ
と
は
、
子
供

に
限
ら
ず
、
人
の
心
を
健
康
に
す
る
効
果
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
森
は
、
人
間
に
と
っ
て
も

他
の
動
植
物
に
と
っ
て
も
、
大
切
な
場
所
で
あ
る
。

今
以
上
の
森
の
荒
廃
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
健

全
な
森
を
守
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

次
の
千
年
の
自
然
環
境
を
守
る

　

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
維
持
す
る
に
は
、
人

間
が
自
然
の
あ
り
が
た
さ
を
十
分
に
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
酸
性
雨
・

黄
砂
・
温
暖
化
な
ど
様
々
な
現
象
は
、
地
球
が
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、

人
類
の
問
題
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
真
剣

に
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
解

決
し
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

自
然
環
境
が
市
域
の
約
半
分
を
占
め
る
本
市
は
、

全
域
で
、
全
市
民
が
、
地
域
の
自
然
環
境
保
全
に

積
極
的
に
取
り
組
む
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。

二
○
○
八
（
平
成
二
○
）
年

茨
城
み
ど
り
の
文
化
賞　

受
賞

茨
城
県
元
気
な
森
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
に
参
加
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作業の後の楽しい昼食炭焼き用の薪集め

枝打ち作業

下草刈り 千年の森

「自然を破壊する人は、人の心も破壊する。自然にやさしい人は、人にもやさしい」
自然のリズムの中で生きるとき、人間の作った倫理観ではない
「人間として生きる基本のやさしい心」がでてくることを知りました。
研究発表「鎮守の森―その実践から―」より抜粋



100

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
手
に
技
術
を
も
っ

た
職
人
が
た
く
さ
ん
暮
し
て
い
る
。
職
人
は
、
そ

の
優
れ
た
技
術
で
質
の
高
い
成
果
物
を
生
み
出
し
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
主
に
、
景
観
的
に
貢
献
で
き
る
伝
統
的

な
技
術
と
成
果
を
紹
介
す
る
。

石
材
加
工

　

本
市
の
山
で
は
、質
の
良
い
花
崗
岩
（
み
か
げ
石
）

が
た
く
さ
ん
採
れ
、
古
く
か
ら
石
を
建
材
や
生
活

道
具
に
加
工
し
て
い
る
。
そ
の
石
材
加
工
業
の
起

こ
り
は
、
室
町
時
代
末
期
に
旧
真
壁
町
長
岡
地
区

一
帯
で
始
め
ら
れ
た
仏
石
作
り
が
始
ま
り
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
「
真
壁
石
燈
籠
」
は
有
名
で
、

一
八
二
四
（
文
政
七
）
年
に
造
ら
れ
た
も
の
が
最

も
古
い
と
さ
れ
て
い
る
。
後
に
、
こ
れ
を
造
っ
た

石
工
に
よ
っ
て
技
術
・
技
法
が
確
立
し
、
今
日
に

至
る
ま
で
、
様
々
な
製
品
が
生
ま
れ
、
本
市
の
主

要
産
業
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
機
械
加
工
に
よ
る
建
材
や
墓
石
は

周
知
の
こ
と
と
考
え
、
手
造
り
・
伝
統
的
な
も
の
、

ま
た
は
、
景
観
的
に
今
後
見
直
す
価
値
の
あ
る
と

思
わ
れ
る
も
の
を
紹
介
す
る
。

石橋 石の手水鉢

石のベンチ 飛び石

真壁石燈籠

狛犬

石積擁壁 石塔

匠
の
技
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木
材
加
工
（
伝
統
的
工
法
）

　

森
林
国
で
あ
る
日
本
は
、
豊
富
な
木
材
資
源
を

利
用
し
た
建
物
を
生
み
出
し
、
今
日
で
も
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
安
い
木
材
の
輸
入
や
簡
便

な
外
来
の
建
物
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
・
鉄
骨
材
な
ど
を
使
っ
た
建
物
も
増
え
、

国
産
の
木
材
を
使
用
し
た
伝
統
的
な
建
物
は
、
以

前
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
そ
の
需
要
の
低
下
と
と
も
に
林
業
・

製
材
業
・
大
工
な
ど
に
関
係
す
る
多
く
の
職
人
も

減
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
、
市
内
に
は
、
ま
だ
他
に
誇

る
こ
と
が
で
き
る
伝
統
的
な
建
造
物
が
た
く
さ
ん

存
在
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
市
で
も
こ
れ
ら
の
伝
統
的
な
建
物

を
、
新
し
く
造
る
こ
と
や
修
繕
す
る
仕
組
み
、
ま

た
職
人
も
少
な
い
た
め
、
建
物
を
新
築
・
維
持
す

る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
大
変
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
な
が
ら

も
、
地
元
の
建
築
関
係
者
が
努
力
し
、
本
市
の
伝

統
的
建
物
や
そ
れ
に
調
和
す
る
建
物
・
塀
な
ど
を

少
し
ず
つ
着
実
に
施
工
し
て
い
る
。

鉄
鋳
物
（
梵
鐘
・
半
鐘
・
天
水
鉢
）

　

寺
の
鐘
楼
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
梵
鐘
（
つ
り

鐘
）、
火
の
見
櫓
に
吊
る
さ
れ
て
い
て
火
事
を
知
ら

せ
る
の
が
半
鐘
、
社
寺
に
置
い
て
あ
る
防
火
用
の

鉢
（
天
水
桶
よ
り
大
き
い
も
の
）
が
天
水
鉢
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
製
造
す
る
鋳
物
工
場
は
、
国
内
で
は
八
ヶ

所
、
そ
の
う
ち
関
東
地
方
で
の
貴
重
な
一
ヶ
所
が

本
市
の
真
壁
地
区
に
あ
る
。

　

そ
の
歴
史
は
八
○
○
年
に
お
よ
び
、
鋳
造
に
必

要
な
良
質
の
砂
と
粘
土
を
、
筑
波
山
麓
に
発
見
し

た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。
幕
末
に
は
黒
船
撃
退

の
た
め
の
大
砲
を
作
っ
て
い
る
。

　

景
観
に
は
、
目
で
見
る
景
色
の
他
に
、
音
の
景

観
も
あ
る
。
梵
鐘
や
半
鐘
の
音
色
は
音
の
景
観
と

し
て
も
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

写真左：鋳型から取り出した梵鐘
写真右：鋳型に溶けた鉄を流し込む様子

木造軸組構法（もくぞうじくぐみこうほう）とは、日本で古くからある伝統工法を
簡略化・発展させたもので、在来工法とも呼ぶ。その構法は、主に柱や梁といっ
た軸組（線材）で支えるため、壁の配置に制約が少なく、大きな開口部をつく
れるので、通風や採光に優れた間取りをつくることができる。奈良時代からの
建造物が残っているように、100 年以上持つ家をつくるには最も適している工
法の一つである。

写真上住宅外観：白漆喰　中上　：土壁　
　　　　　　　　　　　　中下　：下地（小舞）　

伝統的な工法で作られた消防分団施設

て
つ
い
も
の

ぼ
ん
し
ょ
う
は
ん
し
ょ
う

て
ん
す
い
ば
ち

し
ょ
う
ろ
う
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人
・
市
民
の
景
観
形
成
の
視
点

資
金
も
含
め
何
ら
か
の
「
報
酬
」
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
各
団
体
は
、
計
画
を
立
て
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
資
金
を
手
当
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
公
的
資
金
の
助
成
や
会
費

な
ど
を
使
っ
た
活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
、
独
自
の
資
金

が
十
分
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
多
少

の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
知
恵
と
協
力
に
よ
る
解

決
を
図
っ
て
い
る
が
、
予
定
を
越
え
る
活
動
内
容
の

変
更
や
難
し
い
問
題
に
対
処
で
き
る
資
金
力
と
活
動

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
の
、
人
に
支
払
う

資
金
は
十
分
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
よ
り
魅
力
的
で
充
実
し

た
も
の
に
す
る
に
は
、
計
画
的
な
視
点
と
報
酬
を
生

む
事
業
的
な
視
点
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■
伝
統
の
継
承

　

今
も
、
続
い
て
い
る
伝
統
的
な
祭
事
・
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
地
域
の
人
々

の
地
域
へ
の
思
い
を
継
承
す
る
大
事
な
も
の
で
、

そ
の
行
為
は
正
し
く
地
域
景
観
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
技
術
を
も
っ
た
職
人
の
技
か
ら
伝
統
あ

る
地
域
景
観
を
生
み
出
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
伝
統
的
な
営
み
を
継
承
す

る
こ
と
は
、
地
域
固
有
の
景
観
形
成
を
守
る
大
事

な
視
点
で
あ
る
。

■
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
は
、
多
種
多
様
な
問

題
が
重
層
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の
市
民
が
協
力

し
、
長
い
期
間
を
か
け
て
初
め
て
成
果
が
現
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
成
果
を
、
維
持
・
継
続
・
成
長
さ
せ

る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
時
代
性
や
経
済
活
動
な
ど
の
影
響
も
受
け

る
た
め
、
柔
軟
な
活
動
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
活
動

へ
の
力
配
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
も
あ
る
。

　

紹
介
し
た
団
体
は
全
部
で
は
な
い
に
せ
よ
、
主

に
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
の
中
心
的
存
在
で

あ
る
が
、
そ
の
数
が
示
す
よ
う
に
、
ま
だ
一
部
の

市
民
活
動
に
過
ぎ
ず
、
活
動
場
所
も
真
壁
地
区
を

中
心
と
し
た
伝
統
的
建
造
物
の
評
価
・
認
知
度
を

上
げ
る
こ
と
に
係
わ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
活
動
は
、
建
造
物
が
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
一
定

の
成
果
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

し
か
し
、
真
壁
地
区
以
外
の
市
の
大
半
は
、
手

つ
か
ず
の
状
況
に
あ
る
。

　

出
来
る
だ
け
多
く
の
市
民
が
参
加
す
る
た
め
の

広
報
的
活
動
や
教
育
・
行
政
・
企
業
な
ど
、
地
域

　

に
一
定
の
役
割
を
も
つ
団
体
へ
の
働
き
か
け
も
重

要
と
な
る
。
た
く
さ
ん
の
市
民
活
動
が
、
共
通
の

目
標
の
も
と
で
、
主
体
的
に
景
観
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
す
る
こ
と
が
、
自
ら
生
き
る
地
域
環
境
を
景

観
的
視
点
か
ら
改
善
し
整
え
て
行
く
こ
と
と
な
る
。

人
材
育
成

　

活
動
す
る
人
材
の
確
保
と
良
い
景
観
を
求
め
る

見
識
を
も
つ
人
材
の
確
保
は
景
観
ま
ち
づ
く
り
の

成
果
を
高
め
る
重
要
な
鍵
と
な
る
。
こ
こ
に
紹
介

し
た
団
体
の
構
成
員
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
信

者
に
、
景
観
に
関
心
を
も
っ
た
三
○
代
以
下
の
若

い
世
代
が
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
多
く
の
時
間

と
地
道
な
努
力
の
成
果
な
し
で
は
望
め
な
い
景
観

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

世
代
間
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
繋
が
る
た
め
に

は
、
若
い
世
代
の
人
材
を
中
心
に
育
成
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
な
視
点
と
な
る
。

　

ま
た
、
景
観
の
良
し
悪
し
の
高
い
判
断
力
と
活

動
を
け
ん
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
た
人

材
の
育
成
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。

■
計
画
・
事
業
展
開

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
目
標
に
沿
っ
て
効
果
的

に
実
践
す
る
に
は
「
計
画
」
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、

計
画
の
持
続
や
成
果
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
活
動
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